
近
世
初
期
徳
川
政
権
の
親
族
政
策
に
つ
い
て

徳
川
﹁
御
三
家
﹂
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
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【
要
約
】

本
稿
で
は
︑
近
世
初
期
に
お
け
る
徳
川
将
軍
家
の
親
族
政
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
︒
こ
れ
ま
で
対
象
が
譜
代
や
外
様
に
集
中
し
て
き
た
近
世
武

家
編
成
の
研
究
に
お
い
て
︑
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
な
か
っ
た
将
軍
家
親
族
の
配
置
や
役
割
の
実
態
に
迫
る
た
め
︑
こ
と
に
﹁
御
三
家
﹂
の
枠
組
み
と
家
格
の

成
立
経
緯
に
目
を
向
け
る
︒
初
代
将
軍
家
康
は
政
権
成
立
期
の
政
治
情
勢
に
応
じ
て
︑
息
子
た
ち
に
重
要
な
役
割
を
さ
せ
な
が
ら
優
遇
も
与
え
る
親
族
活

用
策
を
行
っ
た
一
方
︑
親
族
身
分
の
政
治
的
創
出
に
ま
で
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
︒
二
代
将
軍
秀
忠
は
義
直
と
頼
宣
が
す
で
に
賜
っ
た
優
遇
を
頼
房
と
息

子
の
忠
長
に
も
与
え
た
後
︑
四
人
セ
ッ
ト
で
特
別
に
扱
う
こ
と
に
よ
り
︑
武
家
編
成
に
よ
る
徳
川
一
門
の
創
出
を
図
っ
た
︒
三
代
将
軍
家
光
の
代
に
至
っ

て
︑
忠
長
の
消
滅
と
親
族
再
生
産
の
停
滞
に
よ
っ
て
一
門
最
上
位
を
独
占
し
続
け
た
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
三
家
の
枠
組
み
の
固
定
と
家
格
の
形
成
が
な
さ

れ
て
い
き
︑
い
わ
ゆ
る
御
三
家
と
い
う
独
特
な
存
在
と
し
て
編
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
︒

史
林

一
〇
二
巻
三
号

二
〇
一
九
年
五
月

は

じ

め

に

近
世
国
家
の
権
力
構
造
研
究
の
一
端
と
し
て
︑
徳
川
政
権
に
よ
る
武
家
秩
序
を
め
ぐ
る
多
く
の
研
究
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
︒
と
く
に
大
名

の
編
成
・
配
置
及
び
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
︑
徳
川
家
康
の
天
下
掌
握
に
伴
い
︑
徳
川
家
中
か
ら
一
門
親
族
や
譜
代
家
臣
が
新
た
に
大
名

と
し
て
創
出
さ
れ
︑
徳
川
氏
に
服
従
し
た
旧
族
大
名
や
織
豊
取
立
大
名
に
対
応
す
る
形
で
配
置
さ
れ
て
き
た
と
い
う
一
般
の
認
識
が
あ
る①
︒
と

こ
ろ
が
︑
徳
川
氏
と
の
親
疎
関
係
に
よ
り
一
門
＝
親
藩
︑
譜
代
︑
外
様
に
分
け
る
従
来
の
大
名
類
別
の
三
分
法
は
︑
幕
府
が
設
定
し
た
実
在
の
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制
度
的
区
分
で
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が
松
尾
美
恵
子
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り②
︑
親
疎
以
外
に
も
領
地
規
模
・
殿
席
・
官
位
な
ど
の
基
準
が

複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
な
さ
れ
た
大
名
類
別
・
序
列
の
多
様
性
も
提
示
さ
れ
て
い
る③
︒
ま
た
︑
﹁
一
万
石
以
上
﹂
を
大
名
区
分
の
基
準
に

す
る
こ
と
の
一
般
化
や
︑
対
象
を
﹁
外
様
・
譜
代
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
大
名④
﹂
と
す
る
参
勤
交
代
な
ど
の
諸
制
度
の
一
律
化
に
よ
っ
て
︑
近
世

大
名
は
家
光
政
権
期
に
か
け
て
同
質
的
・
統
合
的
集
団
へ
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る⑤
︒

こ
う
し
た
新
た
な
見
解
を
踏
ま
え
て
展
開
さ
れ
た
研
究
は
︑
い
わ
ゆ
る
外
様
と
い
う
国
主
中
心
の
大
名
小
名
や
大
名
化
し
た
譜
代
と
上
級
旗

本
を
主
な
対
象
と
し
て
進
め
ら
れ
た
︒
一
方
︑
幕
臣
以
外
の
徳
川
・
松
平
一
族
は
︑
一
門
＝
親
藩
大
名
の
定
義
や
指
し
示
す
範
囲
の
曖
昧
さ
に

よ
り
一
大
名
類
別
と
し
て
は
否
定
さ
れ
た⑥
後
に
は
あ
ま
り
考
察
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
武
家
秩
序
に
お
け
る
将
軍
家
親
族
の
位
置
づ
け
も
明
ら
か
で

は
な
い
︒
し
か
し
︑
将
軍
家
と
の
親
族
関
係
が
の
ち
に
﹁
御
三
家
﹂
と
呼
ば
れ
る
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
徳
川
家
や
越
前
松
平
家
な
ど
に
︑
他

の
大
名
家
と
異
な
る
扱
い
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず⑦
︑
一
律
的
大
名
編
成
の
枠
に
入
り
き
ら
な
い
将
軍
家
親
族
の
特
質
も
少
な
か
ら

ず
見
ら
れ
る
︒
と
り
わ
け
家
康
末
子
の
三
人
︵
義
直
・
頼
宣
・
頼
房
︶
を
祖
と
す
る
御
三
家
︵
ま
た
当
主
三
人
︶
は
︑
国
主
レ
ベ
ル
の
領
地
を
持
ち

な
が
ら
国
持
大
名
と
目
さ
れ
ず⑧
︑
殿
席
制
上
で
も
独
特
な
地
位
を
許
さ
れ⑨
︑
さ
ら
に
家
光
政
権
に
お
い
て
︑
改
定
さ
れ
た
武
家
諸
法
度
の
対
象

範
囲
に
包
摂
さ
れ
な
が
ら
︑
他
の
大
名
と
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
た
こ
と
も
窺
え
る⑩
︒
言
い
換
え
れ
ば
︑
徳
川
政
権
の
武
家
秩
序
と
そ
の
成
立
過

程
の
解
明
に
お
い
て
︑
将
軍
家
と
親
族
関
係
を
有
す
る
家
々
の
位
置
づ
け
は
看
過
で
き
な
い
重
要
な
問
題
な
の
で
あ
る
︒

な
お
︑
官
位
・
領
知
な
ど
の
基
準
に
よ
る
大
名
序
列
の
み
な
ら
ず
︑
将
軍
を
頂
点
と
す
る
幕
藩
権
力
構
造
の
中
で
の
政
治
的
地
位
と
役
割
も
︑

近
世
初
期
の
幕
府
に
よ
る
武
家
統
制
の
重
要
な
側
面
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
は
︑
徳
川
氏
に
服
従
し
た
大
名
ら
は
﹁
幕
府
公
儀

の
世
界
の
構
成
員
﹂
と
捉
え
ら
れ
て
お
り⑪
︑
譜
代
と
上
級
旗
本
の
幕
政
参
与
や
軍
事
的
役
割
な
ど
の
検
討
も
な
さ
れ
て
い
る⑫
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑

将
軍
家
親
族
た
ち
の
地
位
・
役
割
に
つ
い
て
は
︑
戦
略
要
地
の
配
置
や
重
要
な
幕
政
へ
の
関
与
な
ど⑬
一
部
か
つ
曖
昧
な
機
能
し
か
言
及
さ
れ
て

お
ら
ず
︑
そ
の
具
体
像
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
︒

以
上
を
踏
ま
え
て
︑
本
稿
で
は
︑
近
世
初
期
に
お
け
る
将
軍
家
親
族
の
編
成
・
配
置
の
実
態
と
そ
の
成
立
過
程
に
目
を
向
け
た
い
︒
と
は
い
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え
︑
政
治
史
の
視
座
か
ら
み
る
と
︑
徳
川
将
軍
家
親
族
が
指
し
示
す
対
象
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
︒
家
康
を
首
領
と
す
る
徳
川
・
松
平
一

族
に
つ
い
て
中
村
孝
也
は
︑
家
康
と
血
縁
関
係
を
有
す
る
直
系
子
孫
や
松
平
庶
流
筋
な
ど
を
﹁
純
粋
な
松
平
一
族
﹂
と
理
解
し
︑
松
平
︵
徳

川
︶
氏
は
﹁
血
縁
集
団
﹂
た
る
彼
ら
と
︑
松
平
名
字
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
政
治
・
社
会
的
利
益
の
獲
得
に
と
ど
ま
る
家
臣
や
外
様
な
ど
﹁
擬
制

族
党
﹂
と
と
も
に
構
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る⑭
︒
一
方
︑
名
字
授
与
の
基
準
や
意
図
の
曖
昧
さ
が
残
る
た
め
︑
松
平
授
姓
＝
擬
制
親
族
の
認
識
を

見
直
す
べ
き
だ
と
す
る
黒
田
基
樹
の
指
摘
も
あ
る⑮
︒
ま
た
︑
血
縁
集
団
に
お
い
て
も
︑
家
康
以
降
の
将
軍
庶
子
筋
と
︑
家
康
以
前
の
松
平
庶
流

筋
と
の
格
差
は
歴
然
と
し
て
い
た⑯
︒
つ
ま
り
︑
将
軍
家
親
族
か
否
か
を
名
字
あ
る
い
は
血
縁
関
係
だ
け
で
判
断
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
そ

の
構
成
や
定
義
に
つ
い
て
は
︑
当
該
期
の
政
治
状
況
と
関
連
す
る
政
策
の
影
響
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
す
で
に
述
べ
た
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
三
家
は
︑
家
康
の
血
筋
を
引
き
な
が
ら
︑
将
軍
家
と
同
じ
く
徳
川
名
字
を
用
い
る
紛
れ
も

な
い
将
軍
家
の
親
族
成
員
で
あ
る
た
め
︑
彼
ら
の
位
置
づ
け
を
把
握
す
る
こ
と
が
︑
将
軍
親
族
の
編
成
・
配
置
状
況
の
特
質
の
解
明
に
は
必
須

と
い
え
よ
う
︒
一
方
︑
林
董
一
の
研
究
に
よ
り
︑
御
三
家
と
い
う
表
記
が
正
式
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
近
世
中
期
以
降
︑
三
家
は
﹁
い
か
な
る

大
名
の
追
随
を
も
許
さ
な
い
﹂
崇
高
か
つ
特
別
な
格
式
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た⑰
が
︑
そ
の
前
︑
こ
と
に
近
世
初
期
に
お
け
る

彼
ら
の
編
成
・
配
置
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い
︒
そ
も
そ
も
︑
﹁
御
三
家
﹂
と
い
う
枠
組
み
は
一
般
に
家
康
の
構
想

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る⑱
が
︑
こ
れ
は
あ
く
ま
で
父
子
関
係
に
基
づ
き
二
人
の
息
子
へ
私
的
な
礼
遇
を
与
え
た
に
過
ぎ

な
い
と
す
る
林
の
見
解⑲
と
︑
秀
忠
が
息
子
の
忠
長
を
割
り
込
ま
せ
︑
自
ら
の
﹁
御
三
家
﹂
構
想
を
作
り
上
げ
て
い
た
と
す
る
小
山
譽
城
の
見
解⑳

も
あ
る
た
め
︑
他
の
親
族
と
区
別
す
る
﹁
御
三
家
﹂
の
成
立
過
程
を
自
明
の
前
提
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
︒
よ
っ
て
︑

本
稿
で
は
︑
か
か
る
枠
組
み
と
格
式
の
時
期
的
展
開
に
留
意
し
つ
つ
︑
幕
府
成
立
期
に
お
け
る
将
軍
家
親
族
の
地
位
や
役
割
の
考
察
を
通
し
て
︑

い
わ
ゆ
る
﹁
御
三
家
﹂
の
成
立
過
程
を
段
階
的
に
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
︒

①

そ
の
代
表
と
し
て
︑
藤
野
保
﹃
新
訂
幕
藩
体
制
史
の
研
究
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑

一
九
七
五
年
︑
二
二
五
頁
︶
が
あ
る
︒

②

松
尾
美
恵
子
﹁
近
世
大
名
の
類
別
に
関
す
る
一
考
察
﹂
︵
﹃
徳
川
林
政
史
研
究
所

研
究
紀
要
﹄
昭
和
五
九
年
度
︑
一
九
八
五
年
︶
︒
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③

高
野
信
治
﹁
大
名
と
藩
﹂
︵
﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
﹄
近
世
二
︑
岩
波
書
店
︑
二

〇
一
四
年
︶
四
六
頁
︒

④

藤
井
譲
治
﹃
江
戸
開
幕
﹄
︵
講
談
社
︑
二
〇
一
六
年
︑
初
出
一
九
九
二
年
︶
二

〇
三
頁
︒

⑤

三
宅
正
浩
﹁
江
戸
幕
府
の
政
治
構
造
﹂
︵
﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
﹄
近
世
二
︑
岩

波
書
店
︑
二
〇
一
四
年
︶
三
～
九
頁
︑
同
﹁
近
世
大
名
の
成
立
過
程

徳
川
政

権
の
武
家
編
成

﹂
︵
﹃
九
州
史
学
﹄
一
七
五
︑
二
〇
一
六
年
︶
︒

⑥

前
掲
注
②
松
尾
論
文
︒

⑦

笠
谷
和
比
古
﹁
近
世
大
名
の
諸
類
型
﹂
︵
﹃
近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
﹄
吉
川

弘
文
館
︑
一
九
九
三
年
︑
初
出
一
九
九
二
年
︶
一
四
二
頁
︒
な
お
︑
御
三
家
と
い

う
表
記
は
︑
概
ね
五
代
将
軍
綱
吉
の
代
か
ら
正
式
に
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
た
め
︑

本
稿
で
は
そ
れ
以
前
の
御
三
家
を
あ
わ
せ
て
述
べ
る
時
に
﹁
﹂
付
で
﹁
御
三
家
﹂

と
表
記
す
る
︒

⑧

笠
谷
和
比
古
﹁
﹁
国
持
大
名
﹂
論
考
﹂
︵
﹃
武
家
政
治
の
源
流
と
展
開
﹄
清
文
堂

出
版
︑
二
〇
一
一
年
︑
初
出
一
九
九
四
年
︶
七
八
頁
︒
な
お
︑
義
直
は
義
知
・
義

利
︑
頼
宣
は
頼
将
・
頼
信
と
も
名
乗
っ
た
時
期
が
あ
る
が
︑
混
乱
を
招
き
か
ね
な

い
の
で
︑
本
稿
で
は
義
直
・
頼
宣
で
統
一
す
る
︒

⑨

松
尾
美
恵
子
﹁
大
名
の
殿
席
と
家
格
﹂
︵
﹃
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
昭

和
五
五
年
度
︑
一
九
八
一
年
︶
︒

⑩

前
掲
注
⑤
三
宅
二
〇
一
四
年
論
文
︑
一
一
頁
︒

⑪

藤
井
譲
治
﹁
公
儀
国
家
の
形
成
﹂
︵
﹃
幕
藩
領
主
の
権
力
構
造
﹄
岩
波
書
店
︑
二

〇
〇
二
年
︑
初
出
一
九
九
四
年
︶
︒

⑫

三
宅
正
浩
﹁
近
世
初
期
譜
代
大
名
論

軍
事
編
成
と
所
領
配
置
﹂
︵
﹃
日
本
史

研
究
﹄
五
七
五
︑
二
〇
一
〇
年
︶
︒

⑬

林
董
一
﹁
﹁
御
三
家
﹂
の
格
式
と
そ
の
成
立
﹂
︵
﹃
史
学
雑
誌
﹄
六
九
巻
一
二
号
︑

一
九
六
〇
年
︶
︑
隼
田
嘉
彦
﹁
福
井
藩
の
成
立
﹂
︵
﹃
福
井
県
史
﹄
通
史
篇
三
近
世

一
︑
一
九
九
四
年
︶
一
二
一
頁
︒

⑭

中
村
孝
也
﹃
家
康
の
族
葉
﹄
︵
講
談
社
︑
一
九
六
五
年
︶
五
～
六
頁
︒

⑮

黒
田
基
樹
﹁
慶
長
期
大
名
の
氏
姓
と
官
位
﹂
︵
﹃
近
世
初
期
大
名
の
身
分
秩
序
と

文
書
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二
〇
一
七
年
︑
初
出
一
九
九
七
年
︶
三
二
頁
︒

⑯

前
掲
注
⑦
笠
谷
著
書
一
四
二
～
一
四
五
頁
︒

⑰

前
掲
注
⑬
林
論
文
︒

⑱

白
根
孝
胤
﹁
﹁
御
三
家
﹂
の
成
立
と
家
康
の
戦
略
﹂
︵
笠
谷
和
比
古
編
﹃
徳
川
家

康
﹄
宮
帯
出
版
社
︑
二
〇
一
六
年
︶
九
四
頁
︒

⑲

前
掲
注
⑬
林
論
文
︒

⑳

小
山
譽
城
﹁
徳
川
秀
忠
政
権
の
﹁
御
三
家
﹂
構
想
﹂
︵
﹃
徳
川
御
三
家
付
家
老
の

研
究
﹄
清
文
堂
出
版
︑
二
〇
〇
六
年
︑
初
出
一
九
八
六
年
︶
三
〇
頁
︒

第
一
章

家
康
の
親
族
政
策

一

関
ヶ
原
戦
前
の
松
平
一
族
の
処
遇

本
章
で
は
︑
家
康
に
よ
る
徳
川
・
松
平
一
族
対
策
の
成
立
と
展
開
を
︑
の
ち
に
﹁
御
三
家
﹂
の
祖
と
な
る
三
人
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
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将軍
宗家

越後
松平

綱
吉

家
光
勝
姫
珠
姫
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姫
直
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直
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直
政
忠
昌
忠
直

駿河
徳川

尾張
徳川

紀伊
徳川

水戸
徳川

越前
松平

忠
明
家
治

奥平
松平

奥平
信昌

忠
長

東条
松平

於大
の方

忠
吉

振
姫

穴山
武田

信
吉

長沢
松平

忠
輝

康
元

勝
元

定
勝

松
千
代

仙
千
代

義
直

頼
宣

頼
房

和
子

会津
松平

正
之

4×
家
綱

2××111
秀
忠

1
家
康

8
広
忠

7
清
康

1
親
氏

1
秀
康
亀
姫
信
康

2
光
友

2
光
貞

頼
重

2
光
圀

光
長

亀
松

綱
重

綱
吉

久松
松平

久松
俊勝

松平庶流
（十八松平）

【図一】 徳川・松平一族系図（家康中心）

※『徳川諸家系図』、中村孝也『家康の族葉』を参照。なお、本稿に出てこない人物は割愛す

る（×は早世、＝線は養子）

い
︒
い
わ
ゆ
る
一
門
の
﹁
大
名
﹂
化
や
有
力
外
様

へ
の
松
平
授
姓
な
ど
︑
徳
川
将
軍
家
親
族
に
関
わ

る
政
策
は
︑
主
に
慶
長
五
年
︵
一
六
〇
〇
︶
の
関
ケ

原
の
戦
い
以
降
︑
家
康
の
天
下
掌
握
と
将
軍
任
官

に
従
っ
て
な
さ
れ
て
い
っ
た
が
︑
血
縁
関
係
あ
る

い
は
擬
制
関
係
に
よ
る
家
康
の
親
族
は
そ
の
前
よ

り
す
で
に
戦
国
大
名
徳
川
氏
の
﹁
家
中
﹂
に
編
成

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る①
︒
よ
っ
て
︑
ま
ず
関

ヶ
原
戦
前
の
家
康
の
血
縁
や
擬
制
親
族
へ
の
処
遇

を
︑
多
く
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
︒

家
康
と
血
縁
関
係
を
持
つ
も
の
に
は
︑
彼
の
代

以
前
︑
す
な
わ
ち
三
河
松
平
郷
時
代
か
ら
安
城
時

代
に
か
け
て
松
平
宗
家
よ
り
分
立
し
た
︑
い
わ
ゆ

る
十
八
松
平
︵
実
際
に
は
一
四
の
家
系
︶
と
い
う
一
族

庶
流
と
︑
彼
の
直
系
子
孫
が
存
在
し
た②
︻
図
一
︼
︒

ま
た
︑
家
康
の
同
母
異
父
弟
の
久
松
康
元
・
勝
元
・

定
勝
の
三
人
は
︑
永
禄
三
年
︵
一
五
六
〇
︶
に
松
平

名
字
を
授
与
さ
れ
て
家
康
の
﹁
同
姓
兄
弟③
﹂
と
な

近世初期徳川政権の親族政策について（劉）
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庶流
家名

血筋源流
関東入国直後の配置 関ケ原戦後の配置 備考

当主 支城 封地 石高 当主 譜代 封地 石高

竹谷 三代信光 家清 〇 武蔵八幡山 1 家清 〇 三河吉田 3

形原 三代信光 家信 上総五井 0.5 家信 三河形原 0.5

大草 三代信光 康安 ― ― 康安 ― ― 所領不明、のち断絶

五井 三代信光 伊昌 下総印旛郡内 0.2 忠実 ― ―

深溝 三代信光 家忠 〇 武蔵忍 1 忠利 〇 三河深溝 1 天正19年上総小見川

能見 三代信光 重親 ― ― 重親 ― ― 所領不明、のち忠輝家老

長沢 (三代信光) 康直 〇 武蔵深谷 1 忠輝 〇 下総佐倉 4 忠輝の加増は慶長�年

大給 四代親忠 家乗 〇 上野那波 1 家乗 〇 美濃岩村 2

大給 四代親忠 近正 上野三蔵 0.55 一生 〇 下野板橋 1 大給支流

滝脇 (四代親忠) 乗高 ― ― 乗次 三河滝脇 ―

福釜 五代長親 康親 下総両郡内 ― 康親 三河福釜 ―

桜井 五代長親 家広 〇 武蔵松山 1 忠頼 〇 遠江浜松 5 合戦直後は美濃金山

東条 (五代長親) 忠吉 〇 武蔵忍 10 忠吉 尾張清州 52 長親息義春が東条家養子

藤井 五代長親 信一 下総布川 0.5 信一 〇 常陸土浦 3.5

三木 六代信忠 重忠 ― ― 忠清 ― ―

久松 家康母 康元 〇 下総関宿 2 康元 〇 下総関宿 4 永禄三年に松平と称す

久松 家康母 勝政 ― ― 勝政 ― 0.1 初代は家康同母弟勝俊

久松 家康母 定勝 下総香取郡内 0.3 定勝 〇 遠江掛川 3

奥平 家康女亀姫 家治 上野長根 0.7 × × × × 文禄元年死去

奥平 家康女亀姫 忠明 （上野長根） 0.7 忠明 〇 三河作手 1.7 文禄元年兄遺領相続

【表一】 徳川氏関東入国後と関ヶ原戦後の松平庶流家の配置（石高・万石）

※藤野保『新訂幕藩体制史の研究』、和泉清司『徳川幕府成立過程の基礎的研究』、『寛政重修諸家譜』等

を参照（血筋源流は松平親氏を初代とする松平宗家から引いた血筋の源流、〇は確定、−は不明、×は

断絶）

り
︑
松
平
一
族
に
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
︒
と
こ

ろ
が
永
禄
末
年
の
家
臣
団
編
成
に
よ
っ
て
︑
松
平
庶
流

は
他
の
家
臣
と
同
じ
よ
う
に
家
康
の
も
と
に
編
成
さ
れ

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た④
︒
さ
ら
に
︑
永
禄
九
年
一

二
月
に
家
康
は
家
名
を
松
平
か
ら
徳
川
に
改
め
る
こ
と

を
勅
許
さ
れ
る
が⑤
︑
こ
れ
を
契
機
に
︑
か
つ
て
の
松
平

宗
家
を
支
え
る
分
家
と
し
て
の
一
族
庶
流
は
︑
徳
川
主

君
の
譜
代
家
臣
へ
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

そ
の
後
︑
家
康
は
織
田
信
長
と
の
同
盟
関
係
に
基
づ

き
︑
徳
川
氏
の
勢
力
を
三
河
か
ら
駿
河
な
ど
五
ヵ
国
へ

広
げ
て
い
っ
た
が
︑
天
正
一
八
年
︵
一
五
九
〇
︶
に
豊

臣
秀
吉
政
権
下
の
一
大
名
と
し
て
関
東
へ
転
封
さ
れ
た
︒

こ
の
間
︑
家
康
の
長
男
信
康
が
天
正
七
年
に
自
害
し
︑

次
男
秀
康
が
同
一
二
年
に
秀
吉
の
養
子
と
な
り
︑
三
男

秀
忠
が
家
康
の
継
嗣
と
な
っ
た
一
方
︑
四
男
忠
吉
は
生

誕
の
翌
年
に
あ
た
る
天
正
九
年
に
庶
流
の
東
条
松
平
家

を
継
承
し
︑
五
男
信
吉
も
同
一
五
年
に
四
歳
で
家
康
家

臣
の
穴
山
武
田
氏
を
相
続
し
た⑥
︒
な
お
︑
家
臣
の
奥
平

信
昌
と
家
康
の
長
女
亀
姫
の
間
に
生
ま
れ
た
次
男
家
治
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と
四
男
忠
明
は
︑
天
正
一
六
年
に
家
康
の
養
子
と
な
り
︑
擬
制
親
族
と
し
て
松
平
を
名
乗
っ
た⑦
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
こ
の
時
期
に
松
平
名
字
を

賜
っ
た
家
臣
の
大
須
賀
・
戸
田
・
松
井
・
依
田⑧
ら
を
一
族
に
属
さ
せ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
︒

こ
れ
ら
血
縁
関
係
者
や
松
平
を
名
乗
る
者
の
処
遇
に
は
︑
徳
川
氏
の
関
東
転
封
を
も
っ
て
新
た
な
変
化
が
生
じ
た
︻
表
一
︼
︒
家
康
の
関
東

入
国
と
と
も
に
整
え
ら
れ
た
徳
川
氏
の
新
た
な
領
国
体
制
に
お
い
て
︑
家
治
や
定
勝
︑
ま
た
一
部
の
松
平
庶
流
も
含
め
た
中
下
級
家
臣
は
万
石

以
下
の
知
行
を
領
し
て
江
戸
附
近
に
配
置
さ
れ
た
︒
一
方
︑
竹
谷
︵
家
清
︶
・
深
溝
︵
家
忠
︶
な
ど
五
つ
の
松
平
庶
流
と
久
松
康
元
は
松
平
名
乗

の
四
家
を
含
め
た
上
級
家
臣
と
と
も
に
万
石
以
上
の
知
行
を
賜
り
︑
領
国
周
辺
部
の
支
城
に
配
置
さ
れ
た⑨
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
忠
吉
が
武
蔵
忍

一
〇
万
石
を
︑
信
吉
が
下
総
小
金
︵
の
ち
佐
倉
︶
三
万
石
を
賜
り
︑
知
行
上
で
多
く
の
上
級
家
臣
を
超
え
た⑩
︒

と
く
に
忠
吉
の
場
合
︑
筆
頭
家
臣
の
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
・
榊
原
康
政
や
︑
豊
臣
大
名
と
し
て
下
総
結
城
家
を
相
続
し
た
秀
康
に
並
ん
で
︑

僅
か
一
一
歳
で
一
〇
万
石
台
の
領
主
と
な
っ
た
が
︑
知
行
拝
領
か
ら
一
年
半
の
間
入
封
も
で
き
ず⑪
︑
領
知
の
現
地
支
配
や
支
城
預
か
り
な
ど
軍

役
も
自
ら
担
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る⑫
︒
軍
事
的
役
割
を
即
刻
に
果
た
し
得
な
い
忠
吉
は
︑
家
康
の
息
子
と
い
う
血
縁
的
立
場
を
も
っ

て
特
別
扱
い
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
な
お
︑
前
述
し
た
擬
制
的
親
族
身
分
を
賜
っ
た
久
松
・
奥
平
の
五
人
は
い
ず
れ
も
家
康
と
確
実
な
血

縁
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
み
る
と
︑
血
縁
に
よ
る
親
疎
区
分
が
存
在
す
る
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
否
め
な
い
︒

と
こ
ろ
が
︑
忠
吉
・
信
吉
以
外
の
血
縁
関
係
者
た
ち
は
他
の
家
臣
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い
き
︑
こ
の
親
族
区
分
に
よ
る
共
通
の

性
格
や
特
別
待
遇
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
︒
忠
吉
と
信
吉
は
徳
川
名
字
を
名
乗
れ
な
い
が
︑
二
人
の
知
行
面
な
ど
の
優
遇
を
﹁
後
の
親
藩
大
名

の
起
源⑬
﹂
と
捉
え
る
こ
と
は
あ
り
得
る
だ
ろ
う
︒
た
だ
︑
か
つ
て
松
平
庶
流
家
が
宗
家
か
ら
分
立
し
た
こ
と
と
違
い
︑
二
人
は
既
に
存
在
す
る

庶
流
家
や
家
臣
家
の
当
主
と
し
て
領
主
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
の
ち
に
六
男
忠
輝
も
慶
長
四
年
︵
一
五
九
九
︶
に
長
沢
松
平
家
を
相
続

し
て
武
蔵
深
谷
一
万
石
を
賜
り
︑
早
世
の
七
男
松
千
代
・
八
男
仙
千
代
も
他
家
に
養
子
入
り
し
た⑭
︒
こ
こ
か
ら
見
る
と
︑
こ
の
時
期
に
家
康
は

名
義
上
で
の
徳
川
︵
松
平
︶
氏
分
家
の
創
出
を
控
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
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二

関
ヶ
原
戦
後
の
親
族
配
置

慶
長
五
年
九
月
の
関
ヶ
原
合
戦
の
勝
利
を
も
っ
て
︑
徳
川
家
康
の
覇
権
が
確
立
し
︑
徳
川
幕
藩
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の

事
柄
で
あ
る
︒
そ
し
て
戦
後
処
理
を
契
機
に
︑
徳
川
氏
の
﹁
家
中
﹂
を
構
成
す
る
親
族
や
大
身
家
臣
も
独
立
領
主
と
し
て
取
立
て
ら
れ
て
い
っ

た
︒
そ
の
中
で
︑
松
平
庶
流
や
擬
制
親
族
ら
は
︻
表
一
︼
に
示
し
た
よ
う
に
︑
他
の
家
臣
と
と
も
に
譜
代
﹁
大
名
﹂
あ
る
い
は
旗
本
と
し
て
配

置
・
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
が
︑
秀
康
と
忠
吉
は
そ
れ
ぞ
れ
越
前
六
八
万
石
・
尾
張
五
二
万
石
を
拝
領
し
て
国
主
に
昇
格
し
︑
信
吉
も
常
陸
水
戸

一
五
万
石
を
賜
り
︑
一
挙
に
有
力
な
外
様
衆
と
比
肩
で
き
る
大
身
領
主
と
な
っ
た⑮
︒

し
か
も
︑
越
前
・
尾
張
・
常
陸
水
戸
は
畿
内
・
西
国
や
奥
州
の
押
さ
え
と
し
て
︑
成
立
初
期
の
徳
川
政
権
に
と
っ
て
﹁
肝
要
之
地⑯
﹂
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
︑
こ
れ
ら
の
地
域
に
配
置
さ
れ
た
三
人
に
相
当
な
軍
事
的
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と
し
た
家
康
の
意
図
が
窺
え
る
︒
さ

ら
に
︑
病
弱
で
慶
長
八
年
九
月
に
死
去
し
た
信
吉
は
と
も
か
く
︑
秀
康
と
忠
吉
は
合
戦
直
後
か
ら
︑
醍
醐
寺
三
宝
院
義
演
か
ら
﹁
大
坂
・
伏
見

内
府
ノ
留
主
ア
ル
ベ
キ⑰
﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
︑
家
康
不
在
の
間
の
上
方
の
押
さ
え
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
︒
天
下
人
の
息
子
た
ち
は
明
ら

か
な
優
遇
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

た
だ
︑
合
戦
直
後
の
慶
長
五
年
一
一
月
頃
に
国
主
と
な
っ
た
秀
康
・
忠
吉
と
︑
同
七
年
五
月
の
常
陸
佐
竹
氏
の
転
封
を
契
機
に
よ
う
や
く
一

〇
万
石
台
の
城
主
と
な
っ
た
信
吉
と
の
明
ら
か
な
格
差
か
ら
︑
三
人
の
所
領
配
置
は
必
ず
し
も
単
に
血
縁
関
係
で
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
も
そ
も
関
ヶ
原
の
役
に
お
い
て
︑
秀
康
は
北
関
東
の
諸
大
名
を
指
揮
し
て
上
杉
景
勝
を
警
戒
し
︑
忠
吉
は
徳
川
軍
の
先
手

衆
と
し
て
合
戦
に
参
加
し
︑
い
ず
れ
も
確
実
な
戦
功
を
あ
げ
た⑱
た
め
︑
二
人
の
一
国
拝
領
を
東
軍
に
属
す
る
豊
臣
系
武
将
た
ち
の
加
増
転
封⑲
と

同
様
に
論
功
行
賞
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
信
吉
も
合
戦
中
に
江
戸
城
西
丸
の
留
守
居
役
を
務
め
て
い
た
た
め⑳
︑
彼
の
独
立
領
主
化
や
兄
た

ち
と
の
格
差
を
論
功
行
賞
に
よ
る
結
果
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
︒

外
様
と
同
じ
よ
う
な
戦
功
基
準
で
息
子
た
ち
を
配
置
し
た
の
は
︑
お
そ
ら
く
関
ヶ
原
戦
後
の
政
治
情
勢
︑
こ
と
に
豊
臣
政
権
に
配
慮
し
た
家
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康
の
戦
略
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑
慶
長
八
年
二
月
に
家
康
が
将
軍
に
就
任
し
て
徳
川
氏
の
天
下
支
配
を
制
度
的
に
確
定
し
た
後
︑
一
門
配
置
も
つ

い
に
戦
功
基
準
よ
り
離
れ
て
い
っ
た
︒
幼
少
で
参
戦
し
な
か
っ
た
忠
輝
は
︑
慶
長
七
年
一
二
月
に
元
服
し
て
か
ら
僅
か
四
万
石
で
関
東
地
域
の

信
吉
旧
領
に
転
封
さ
れ
た
が
︑
二
か
月
後
に
家
康
の
将
軍
任
官
に
伴
っ
て
信
濃
川
中
島
一
四
万
石
を
賜
り
︑
一
挙
に
有
力
な
領
主
と
な
っ
た
︒

ま
た
︑
同
八
年
中
に
︑
関
ヶ
原
戦
後
に
生
ま
れ
た
家
康
の
九
男
五
郎
太
丸
︵
の
ち
義
直
︶
が
二
五
万
石
の
甲
斐
国
主
と
な
り
︑
一
〇
男
長
福
丸

︵
の
ち
頼
宣
︶
が
二
〇
万
石
︵
翌
年
に
二
五
万
石
︶
で
信
吉
死
後
の
水
戸
を
拝
領
し
︑
同
一
一
年
に
一
一
男
鶴
松
︵
の
ち
頼
房
︶
も
常
陸
下
妻
一
〇

万
石
を
賜
っ
た
︒
将
軍
と
な
っ
た
家
康
が
︑
従
来
の
配
慮
を
や
め
︑
よ
り
恣
意
的
な
一
門
配
置
を
し
は
じ
め
た
と
い
え
よ
う
︒

ま
た
︑
慶
長
一
〇
年
に
将
軍
職
を
秀
忠
に
譲
っ
て
大
御
所
と
な
っ
て
か
ら
︑
家
康
は
さ
ら
な
る
積
極
的
な
一
門
配
置
策
を
行
っ
た
︒
同
一
二

年
三
月
に
忠
吉
が
無
嗣
で
病
死
し
た
後
︑
義
直
は
四
八
万
石
︵
の
ち
六
一
万
余
石
︶
で
幕
府
に
没
収
さ
れ
た
尾
張
へ
転
封
さ
れ
︑
ま
た
頼
宣
は
同

一
四
年
一
二
月
に
駿
河
・
遠
江
へ
五
〇
万
石
で
転
封
さ
れ
︑
頼
房
が
代
っ
て
水
戸
へ
二
五
万
石
で
封
ぜ
ら
れ
た
︒
同
一
五
年
閏
二
月
に
忠
輝
も

約
四
五
万
石
で
越
後
福
島
︵
の
ち
高
田
︶
へ
転
封
さ
れ
︑
事
実
上
の
越
後
国
主
と
な
っ
た
︒
同
一
二
年
閏
四
月
に
病
死
し
た
秀
康
の
跡
を
嫡
子

忠
直
が
襲
封
し
た
後
︑
家
康
直
系
の
庶
子
筋
は
全
て
国
主
あ
る
い
は
准
国
主
︵
頼
房
の
み
︶
レ
ベ
ル
の
領
主
と
な
り
︑
松
平
庶
流
な
ど
他
の
徳

川
﹁
家
中
﹂
よ
り
明
ら
か
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
状
況
を
見
て
取
れ
る
︒

と
り
わ
け
義
直
・
頼
宣
・
頼
房
の
三
人
は
︑
兄
た
ち
の
他
家
継
承
ル
ー
ト
に
よ
ら
ず
︑
そ
の
ま
ま
家
康
の
息
子
と
し
て
大
身
領
主
に
取
立
て

ら
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
義
直
と
頼
宣
が
慶
長
一
一
年
八
月
に
元
服
し
て
そ
れ
ぞ
れ
右
兵
衛
督
と
常
陸
介
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
と
︑
将
軍
秀
忠
か
ら

発
給
さ
れ
た
﹁
徳
川
右
兵
衛
督
殿
﹂
宛
の
領
知
判
物
や
﹁
徳
川
常
陸
介
殿
﹂
宛
の
御
内
書
の
写㉑

か
ら
︑
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
か
ら
二
人
は
す

で
に
徳
川
を
称
し
は
じ
め
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
家
康
と
秀
忠
の
相
次
ぐ
将
軍
就
任
に
よ
る
徳
川
将
軍
家
の
成
立
を
も
っ
て
︑
徳
川
氏
直
系
庶
子

筋
を
取
り
立
て
る
方
法
も
︑
い
よ
い
よ
徳
川
氏
分
家
創
出
の
よ
う
な
か
た
ち
へ
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒
た
だ
︑
家
康
在
世
中
に
お
い
て
︑

慶
長
一
六
年
に
元
服
し
た
頼
房
が
徳
川
を
称
し
た
証
拠
は
見
当
た
ら
ず
︑
秀
康
な
ど
他
家
に
養
子
入
り
し
た
息
子
た
ち
が
養
子
を
や
め
て
徳
川

に
改
称
さ
れ
る
形
跡
も
な
か
っ
た㉒

︒
む
し
ろ
︑
家
康
は
息
子
た
ち
に
格
別
な
優
遇
を
与
え
た
も
の
の
︑
将
軍
家
と
彼
ら
と
の
親
族
関
係
を
強
調

近世初期徳川政権の親族政策について（劉）
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年代 内容 差出 宛名 出典 参考

慶長13.1.21
（水戸領）大はし田地売払
代金受取

― 伊賀（芦沢信重） 芦沢文書 新修807

慶長14.2.2
尾張（知多蔵入地）申年の
米売金受取

松平右衛門佐（花押）・
（龍黒印）

千賀与八郎(信親) 正衆寺所蔵 新修397

慶長16.1.吉 尾張酉年の小物成皆済 ― 石黒善九郎(重成)
東大史料編纂
所蔵

新修429

慶長16.1.吉
尾張酉年の年貢・小物成皆
済（写）

―
寺西藤左衛門（昌
吉）

名古屋市博物
館所蔵

新修二580

慶長18.3.18
（水戸領内）戌亥子三年の
年貢皆済

―
伊賀（芦沢信重）
・三戸代

彰考館所蔵 新修478

慶長19.5.3 尾張戌亥二年の年貢皆済 （龍黒印）
市辺甚右衛門（好
清）・寺西藤左衛
門（昌吉）

名古屋城所蔵 新修484

慶長20.2.28
水戸丑年の上給（関所知行
年貢）皆済

―
伊賀（芦沢信重）
・代官

彰考館所蔵 新修505

【表二】 徳川家康自筆年貢・小物成など皆済状目録（尾張・水戸分）

※徳川義宣『新修徳川家康文書の研究』を参照

す
る
こ
と
や
︑
い
わ
ゆ
る
徳
川
一
門
＝
親
藩
と
い
う
親
族
編
成
︵
結
集
︶
の
創
出
な
ど
を
求

め
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
領
知
・
家
臣
団
を
現
地
で
自
ら
支
配
す
る
兄
た
ち㉓

と
違
い
︑
こ
の
時
期
に
義

直
・
頼
宣
・
頼
房
は
家
康
の
も
と
に
養
育
さ
れ
て
お
り
︑
領
国
支
配
も
家
康
か
ら
付
け
ら
れ

た
家
老
た
ち
が
代
行
し
て
い
た㉔

︒
ま
た
︑
﹃
当
代
記
﹄
慶
長
一
七
年
正
月
条
に
﹁
従
去
年
諸

国
多
分
江
戸
︵
秀
忠
︶
将
軍
江
被
相
納
︑
但
美
濃
伊
勢
両
国
は
駿
府
江
納
︑
駿
河
遠
江
尾
州
是
三
ケ
国

は
右
︵
義
直
︶
兵
衛
主
︵
頼
宣
︶
常
陸
主
分
国
也
︑
於
近
江
十
三
万
石
駿
府
へ
同
納㉕

﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
義
直
と

頼
宣
の
財
政
は
︑
慶
長
一
二
年
か
ら
駿
府
で
大
御
所
政
治
を
は
じ
め
た
家
康
の
財
政
と
江
戸

の
将
軍
財
政
が
同
一
六
年
に
分
離
さ
れ
た
際
に
名
義
上
で
は
独
立
し
た
が
︑
実
際
に
は
駿
府

に
納
め
ら
れ
続
け
た
の
で
あ
る
︒
︻
表
二
︼
に
示
し
た
慶
長
一
三
年
か
ら
同
二
〇
年
に
か
け

て
発
給
さ
れ
た
家
康
自
筆
の
皆
済
状
に
よ
る
と
︑
家
康
は
水
戸
と
尾
張
の
年
貢
や
小
物
成
な

ど
を
自
ら
決
算
承
認
し
て
収
め
て
い
た
︒
こ
こ
か
ら
見
る
と
︑
家
康
は
三
人
の
所
領
を
事
実

上
の
直
轄
地
と
し
て
支
配
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒

前
述
し
た
忠
吉
の
忍
拝
領
と
同
じ
よ
う
に
︑
義
直
ら
三
人
は
幼
少
の
頃
に
大
身
領
主
化
さ

れ
た
た
め
︑
家
康
の
直
轄
支
配
を
彼
ら
に
対
す
る
後
援
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑

大
御
所
と
な
っ
た
家
康
は
三
人
の
知
行
配
置
を
通
し
て
︑
本
拠
の
駿
府
と
戦
略
要
衝
の
尾

張
・
水
戸
に
対
す
る
自
ら
の
支
配
を
︑
将
軍
・
幕
府
の
東
国
支
配
と
矛
盾
し
な
い
限
り
に
お

い
て
実
現
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
︒
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三

親
族
政
策
の
政
治
的
展
開

な
お
︑
こ
の
時
期
に
知
行
面
で
優
遇
を
う
け
た
家
康
の
息
子
た
ち
は
︑
い
ず
れ
も
﹁
公
家
成
﹂
大
名
の
基
準
で
あ
る
従
四
位
下
侍
従
よ
り
高

い
官
位
に
叙
任
さ
れ
︑
最
年
長
の
秀
康
は
さ
ら
に
毛
利
輝
元
・
上
杉
景
勝
・
前
田
利
長
に
並
ん
で
諸
大
名
中
の
最
高
位
に
あ
っ
た㉖

︒
こ
の
よ
う

な
卓
越
し
た
政
治
的
地
位
に
あ
っ
た
原
因
に
つ
い
て
︑
将
軍
家
と
の
親
族
関
係
や
前
述
し
た
戦
功
基
準
の
ほ
か
︑
彼
ら
が
当
時
の
政
治
情
勢
に

応
じ
た
軍
事
・
政
治
的
役
割
を
負
担
し
て
い
た
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

慶
長
五
年
一
一
月
一
八
日
︑
忠
吉
は
兄
の
秀
忠
と
と
も
に
参
内
し
た
時
に
四
品
侍
従
の
叙
任
を
勅
許
さ
れ㉗

︑
翌
六
年
一
〇
月
の
家
康
江
戸
下

向
の
後
に
尾
張
か
ら
上
洛
し
︑
伏
見
城
﹁
留
主
﹂
を
務
め
た㉘

︒
同
八
年
二
月
の
家
康
将
軍
宣
下
の
時
︑
秀
康
は
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
︑
同
三
月

二
五
日
の
家
康
拝
謝
参
内
の
時
に
細
川
忠
興
・
京
極
高
次
・
池
田
輝
政
・
福
島
正
則
と
と
も
に
﹁
供
ノ
衆
堂
上
五
人㉙

﹂
と
し
て
将
軍
に
供
奉
し

た
︒
秀
康
も
家
康
の
命
に
よ
っ
て
︑
家
康
江
戸
下
向
の
慶
長
一
一
年
九
月
か
ら
翌
一
二
年
三
月
ま
で
伏
見
城
に
留
守
居
を
し
て
い
た㉚

︒
た
だ
︑

二
人
は
そ
も
そ
も
所
領
配
置
に
よ
り
畿
内
押
さ
え
の
機
能
を
有
し
た
た
め
︑
か
か
る
役
割
は
必
ず
し
も
制
度
的
に
定
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
︒

慶
長
九
年
七
月
以
降
︑
病
気
で
養
生
し
続
け
た
忠
吉
の
上
洛
や
役
割
負
担
の
形
跡
は
見
ら
れ
な
く
な
り
︑
秀
康
の
伏
見
在
留
も
︑
﹁
去
年
中
ニ

も
国
本
へ
罷
下
度
存
候
へ
共
︑
病
中
ニ
寒
国
へ
罷
下
儀
如
何
敷
候
間
︑
上
方
ニ
在
之
而
緩
々
と
養
生
候
様
ニ
と
大︵
家
康
︶

御
所
被
申
候
故
︑
于
今
伏
見

令
逗
留
候㉛

﹂
と
秀
康
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
︑
病
気
の
た
め
に
や
む
を
得
ず
伏
見
に
滞
在
す
る
間
の
臨
時
役
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
慶
長
一
〇
年
の
秀
忠
将
軍
襲
職
を
契
機
に
︑
忠
輝
は
四
月
一
二
日
に
参
内
し
て
従
四
位
下
権
少
将
に
叙
任
さ
れ
︑
同
二
六

日
に
侍
従
以
上
の
外
様
大
名
と
と
も
に
新
将
軍
の
拝
謝
参
内
に
供
奉
し
た㉜

後
︑
同
五
月
一
一
日
に
﹁
新
将
軍
名
代
﹂
と
し
て
大
坂
城
に
派
遣
さ

れ
︑
豊
臣
秀
頼
を
見
舞
っ
た㉝

︒
僅
か
一
四
歳
の
忠
輝
は
兄
た
ち
と
違
い
︑
抜
群
の
政
治
的
地
位
も
政
治
参
与
の
経
験
も
有
し
な
い
か
ら
︑
彼
が

名
代
役
を
務
め
た
理
由
は
将
軍
実
弟
と
い
う
親
族
関
係
し
か
考
え
ら
れ
な
い
︒
し
か
も
そ
の
見
舞
い
は
︑
新
将
軍
の
婿
に
あ
た
る
秀
頼
へ
の
上

洛
要
請
が
豊
臣
側
に
拒
ま
れ
た
後
に
な
さ
れ
た
収
拾
策
で
あ
っ
た㉞

︒
そ
の
た
め
︑
臣
下
礼
に
あ
た
る
幕
臣
派
遣
で
は
な
く
︑
秀
頼
の
義
叔
父
に
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あ
た
る
忠
輝
を
派
遣
し
た
こ
と
を
︑
そ
も
そ
も
徳
川
将
軍
の
支
配
体
制
に
包
摂
さ
れ
な
い
豊
臣
氏
の
反
発
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
と
し
て
捉
え
る

こ
と
も
で
き
る
︒
つ
ま
り
︑
徳
川
側
は
秀
忠
・
秀
頼
の
政
治
的
位
置
関
係
を
め
ぐ
る
矛
盾
を
避
け
る
た
め
に
︑
親
族
で
あ
る
忠
輝
を
巧
み
に
利

用
し
た
と
い
え
よ
う
︒

将
軍
秀
忠
は
同
月
一
五
日
に
江
戸
へ
向
か
い
︑
し
か
も
慶
長
一
九
年
の
大
坂
の
陣
ま
で
の
間
に
一
度
も
上
洛
し
な
か
っ
た
︒
一
方
︑
家
康
は

慶
長
一
二
年
か
ら
駿
府
に
移
っ
て
︑
大
御
所
と
し
て
豊
臣
氏
・
朝
廷
へ
の
対
応
や
︑
西
国
方
面
の
押
さ
え
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う㉟

︒
い
わ
ゆ

る
駿
府
政
権
の
発
足
前
の
慶
長
一
一
年
八
月
に
︑
家
康
の
上
洛
に
随
従
し
た
義
直
と
頼
宣
は
参
内
し
て
元
服
し
︑
と
も
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ

た
︒
同
一
六
年
三
月
に
家
康
が
後
水
尾
天
皇
の
即
位
礼
の
た
め
に
上
洛
し
た
際
︑
随
従
し
た
義
直
と
頼
宣
が
と
も
に
従
三
位
権
中
将
兼
参
議
に

昇
進
し
︑
居
所
不
明
の
頼
房
も
元
服
し
て
従
四
位
下
権
少
将
に
叙
任
さ
れ
た
︒

そ
の
直
後
の
三
月
二
八
日
に
︑
大
坂
よ
り
上
洛
し
た
秀
頼
は
京
都
二
条
城
に
家
康
と
対
面
し
た
︒
義
直
と
頼
宣
は
そ
の
時
に
京
都
か
ら
鳥
羽

ま
で
秀
頼
を
出
迎
え
︑
さ
ら
に
同
四
月
三
日
︵
﹃
当
代
記
﹄
は
二
日
︶
に
家
康
の
名
代
と
し
て
秀
頼
来
訪
に
返
礼
す
る
た
め
︑
大
坂
城
に
派
遣
さ

れ
た㊱

︒
事
実
上
対
等
な
形
で
な
さ
れ
た
二
条
城
会
見
は
︑
家
康
の
側
近
で
あ
る
本
多
正
純
か
ら
﹁
秀
頼
様
︑
昨
廿
八
日
大
御
所
様
江
御
礼
被
仰

上
候㊲

﹂
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
︑
家
康
が
秀
頼
を
臣
従
さ
せ
た
こ
と
を
世
間
に
見
せ
つ
け
る
た
め
の
も
の
と
な
っ
た
一
方
︑
両
氏
の
間
の
緊
迫
し

た
状
態
も
こ
の
会
見
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
解
消
さ
れ
た
︒
義
直
と
頼
宣
も
兄
忠
輝
と
同
じ
よ
う
に
︑
親
族
と
し
て
名
代
役
を
務
め
︑
大
御
所
に

よ
る
豊
臣
対
策
の
担
い
手
と
な
っ
た
︒

こ
こ
に
は
︑
家
康
は
息
子
た
ち
に
領
知
や
官
位
上
で
優
遇
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
︑
さ
ら
に
豊
臣
へ
の
対
応
な
ど
特
別
な
政
治
情
勢
に
応

じ
る
た
め
に
︑
親
族
関
係
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
た
だ
︑
彼
ら
は
親
族
関
係
に
よ
る
明
確
な
政
治
的
地
位
や
役
割
を
与

え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
︑
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
個
人
と
し
て
特
定
な
役
割
を
担
わ
せ
ら
れ
た
た
め
︑
そ
れ
を
体
制
上
の
親
族
編
成

︵
結
集
︶
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
︒

と
こ
ろ
で
︑
外
様
国
持
大
名
へ
の
松
平
名
字
授
与
は
︑
慶
長
一
〇
年
四
月
に
前
田
利
光
︵
の
ち
利
常
︶
の
元
服
・
称
松
平
を
は
じ
め
と
し
て
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長幼 人名 生年
家康在世中の最終状態

身分 処遇 領知 官位 叙任時期

長男 信康 永禄2年 嫡子 天正7年自害 ― ― ―

次男 秀康 天正2年 松平（徳川） 慶長12年病死 越前68万 正三位権中納言 慶長10年

三男 秀忠 天正7年 将軍 慶長10年将軍襲職 ― 従一位右大臣 慶長19年

四男 忠吉 天正8年 東条松平 慶長12年病死 尾張52万 従三位左近衛権中将 慶長10年

五男 信吉 天正11年 穴山武田 慶長8年病死 常陸水戸15万 ― ―

六男 忠輝 文禄1年 長沢松平 慶長15越後拝領 越後高田45万 従四位下左近衛権少将 慶長10年

七男 松千代 文禄3年 長沢松平 慶長4年夭折 ― ― ―

八男 仙千代 文禄4年 平岩親吉養子 慶長5年夭折 ― ― ―

九男 義直 慶長5年 徳川 慶長12年尾張拝領 尾張61万余 従三位参議左近衛権中将 慶長16年

十男 頼宣 慶長7年 徳川 慶長14年駿府拝領 駿河・遠江50万 従三位参議左近衛権中将 慶長16年

十一男 頼房 慶長8年 （徳川） 慶長14年水戸拝領 常陸水戸25万 正四位下左近衛権少将 慶長16年

【表三】 家康在世中の息子たちの処遇

※『公卿補任』（三、吉川弘文館、一九三六年）、『慶長見聞録案紙』、『慶長日件録』、中村孝也『家康の族

葉』を参照

展
開
さ
れ
て
い
っ
た
が
︑
ほ
ぼ
全
て
の
武
家
領
主
を
包
摂
し
た
豊
臣
政
権
の
羽

柴
名
字
・
豊
臣
姓
授
与
と
異
な
り
︑
松
平
名
字
の
授
与
対
象
は
十
四
家
に
と
ど

ま
り
︑
授
与
基
準
も
曖
昧
で
一
貫
性
を
見
出
し
え
な
い㊳

︒
ゆ
え
に
家
康
に
よ
る

松
平
授
姓
に
は
︑
外
様
有
力
大
名
と
密
接
な
政
治
的
関
係
を
築
く
志
向
が
窺
え

る
一
方
︑
氏
姓
授
与
に
よ
り
官
位
叙
任
や
擬
制
的
親
族
関
係
を
定
め
た
豊
臣
期

の
政
策
を
継
承
す
る
意
欲
は
見
当
た
ら
な
い
︒

す
な
わ
ち
︑
家
康
は
血
縁
や
氏
姓
授
与
な
ど
を
通
し
て
親
族
政
策
の
政
治
的

展
開
を
図
っ
た
が
︑
血
縁
あ
る
い
は
擬
制
関
係
に
よ
る
親
族
編
成
の
政
治
的
創

出
は
控
え
て
い
た
︒
な
お
︑
義
直
・
頼
宣
・
頼
房
三
人
が
賜
っ
た
領
知
・
官
位

こ
と
に
徳
川
名
字
の
優
遇
を
︑
家
康
が
三
人
を
別
格
一
門
す
な
わ
ち
﹁
御
三
家
﹂

に
す
る
と
い
う
構
想
の
証
拠
と
捉
え
る
見
解
も
少
な
く
な
い
が
︑
三
人
の
か
か

る
待
遇
は
︑
前
述
の
よ
う
に
︑
ほ
と
ん
ど
が
徳
川
政
権
の
成
立
過
程
や
当
時
の

政
治
情
勢
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
︑
︻
表
三
︼
に
示
し
た
よ
う
に
︑
必
ず
し
も

独
特
な
地
位
あ
る
い
は
枠
組
み
を
創
出
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

い
︒
し
か
も
︑
大
御
所
名
代
な
ど
重
要
な
役
割
を
務
め
て
い
た
義
直
・
頼
宣
と
︑

政
治
的
事
情
に
ほ
と
ん
ど
参
与
し
な
か
っ
た
頼
房
と
の
領
知
・
官
位
差
も
歴
然

と
し
た
た
め
︑
こ
の
時
期
に
三
人
を
﹁
御
三
家
﹂
の
よ
う
な
同
一
か
つ
排
他
的

枠
組
み
で
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
︒

も
ち
ろ
ん
︑
家
康
は
親
族
編
成
の
創
出
を
全
く
構
想
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
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な
い
︒
﹃
当
代
記
﹄
慶
長
一
五
年
三
月
五
日
条
に
﹁
将
︵
秀
忠
︶

軍
駿
府
御
立
江
戸
江
下
向
也
︑
従
大︵
家
康
︶

御
所
曰
︑
右︵
義
直
︶

兵
衛
主
・
常︵
頼
宣
︶

陸
主
儀
頼
思
給
間
︑
大

御
所
逝
去
後
別
而
可
被
引
立
由
也㊴

﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
家
康
は
駿
府
に
参
向
し
た
秀
忠
に
︑
自
分
の
死
後
に
義
直
と
頼
宣
を
特
別
に
引
立
て
よ

と
の
意
思
を
伝
え
︑
二
人
の
独
立
領
主
化
を
秀
忠
に
任
せ
た
︒
慶
長
二
〇
年
︑
大
坂
へ
出
陣
し
た
家
康
に
随
従
し
た
義
直
と
頼
宣
が
︑
将
軍
秀

忠
の
二
回
の
参
内
︵
冬
の
陣
後
と
夏
の
陣
後㊵

︶
に
供
奉
し
た
こ
と
か
ら
︑
二
人
を
秀
忠
の
も
と
へ
付
属
さ
せ
よ
う
と
し
た
家
康
の
意
図
も
窺
え
る
︒

こ
こ
で
︑
家
康
が
図
っ
た
の
は
義
直
と
頼
宣
の
特
別
扱
い
だ
け
で
は
な
く
︑
彼
ら
二
人
を
秀
忠
の
代
に
お
い
て
も
引
続
き
特
別
に
位
置
づ
け
る

こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
︒

な
お
︑
他
家
の
養
子
と
し
て
明
ら
か
に
宗
家
の
継
承
権
の
埒
外
に
あ
っ
た
秀
康
ら
と
違
い
︑
徳
川
を
名
乗
っ
た
義
直
ら
は
将
軍
家
が
無
嗣
の

危
機
に
陥
る
場
合
に
継
嗣
と
な
る
こ
と
は
不
可
能
と
は
言
え
な
い
が
︑
当
時
彼
ら
が
継
承
権
を
賜
っ
た
証
拠
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
︒
ま
た
︑

義
直
と
頼
宣
が
元
服
で
徳
川
を
名
乗
っ
た
慶
長
一
一
年
頃
︑
将
軍
秀
忠
は
二
八
歳
の
壮
年
で
二
人
の
息
子
を
持
っ
て
い
た
た
め
︑
わ
ざ
わ
ざ
弟

を
継
嗣
に
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
称
徳
川
と
継
承
権
の
付
与
と
の
間
に
︑
確
実
的
な
関
係
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
︒

①

山
口
啓
二
﹁
藩
体
制
の
成
立
﹂
︵
﹃
幕
藩
制
成
立
の
研
究
﹄
︑
校
倉
書
房
︑
一
九

七
四
年
︶
二
三
〇
頁
︒

②

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑭
中
村
著
書
六
六
～
一
五
六
頁
・
三
五
七
～
三
六
二
頁
︒

③

﹃
譜
牒
余
録
﹄
巻
二
六
︵
内
閣
文
庫
蔵
︑
和
一
六
三
二
二
号
︶
︒

④

新
行
紀
一
﹁
三
河
平
定
﹂
︵
﹃
新
編
岡
崎
市
史
﹄
二
中
世
︑
一
九
八
九
年
︶
八
八

四
～
八
八
五
頁
︒

⑤

笠
谷
和
比
古
﹁
徳
川
家
康
の
源
氏
改
姓
問
題
﹂
︵
﹃
関
ケ
原
合
戦
と
近
世
の
国

制
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
初
出
一
九
九
七
年
︶
一
一
八
頁
︒

⑥

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑭
中
村
著
書
三
六
二
～
四
七
七
頁
︒

⑦

鈴
木
紀
三
雄
﹁
松
平
下
総
守
忠
明
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
設
樂
原
歴
史
資
料
館
研
究
紀

要
﹄
第
一
三
号
︑
二
〇
〇
九
年
︶
︒

⑧

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑭
中
村
著
書
六
五
九
～
六
六
二
頁
︒

⑨

北
島
正
元
﹁
関
東
入
部
時
代
﹂
︵
﹃
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九

六
四
年
︑
初
出
一
九
五
五
年
︶
一
八
九
～
一
九
九
頁
︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
①

藤
野
著
書
一
七
五
～
一
七
七
頁
︒

⑩

和
泉
清
司
﹁
関
東
領
有
時
代
の
領
国
形
成
と
支
配
﹂
︵
﹃
徳
川
幕
府
成
立
過
程
の

基
礎
的
研
究
﹄
文
献
出
版
︑
一
九
九
五
年
︑
初
出
一
九
八
四
年
︶
一
三
二
～
一
三

三
頁
︒

⑪

﹃
家
忠
日
記
﹄
︵
臨
川
書
店
︑
一
九
八
一
年
︶
天
正
一
九
年
正
月
九
日
条
に
﹁
大

坂
よ
り︵
忠
吉
︶

福
松
様
江
戸
へ
御
帰
ニ
て
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
忠
吉
は
当
時
︑
人
質
と
し

て
大
坂
に
送
ら
れ
て
お
り
︑
同
年
一
二
月
二
九
日
条
に
﹁
福
松
様
近
日
御
う
つ

り
﹂
と
︑
当
年
末
ま
で
入
封
し
え
な
か
っ
た
︵
下
村
信
博
﹁
松
平
忠
吉
家
臣
文
書

の
一
考
察

付
松
平
忠
吉
文
書
補
遺

﹂
﹃
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
﹄

第
一
三
号
︑
一
九
九
〇
年
︶
︒
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⑫

和
泉
清
司
は
﹃
家
忠
日
記
﹄
を
あ
げ
︑
忠
吉
の
忍
配
置
の
当
初
に
家
老
の
小
笠

原
吉
次
が
代
っ
て
領
知
や
家
臣
団
の
支
配
に
当
っ
て
お
り
︑
忍
城
も
忠
吉
と
同
時

に
忍
に
配
置
さ
れ
た
松
平
︵
深
溝
︶
家
忠
が
受
け
取
り
︑
支
配
役
を
務
め
て
い
た

と
し
た
︵
前
掲
注
⑩
和
泉
論
文
一
二
九
～
一
三
三
頁
︶
︒
根
岸
茂
夫
﹁
武
蔵
に
お

け
る
譜
代
藩
の
形
成
﹂
︵
村
上
直
編
﹃
論
集
関
東
近
世
史
の
研
究
﹄
名
著
出
版
︑

一
九
八
四
年
︶
八
三
頁
︶
︒

⑬

前
掲
注
⑩
和
泉
論
文
一
二
六
頁
︒

⑭

黒
田
基
樹
﹁
松
平
忠
輝
文
書
の
基
礎
研
究
﹂
︵
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑮
著
書
︑

初
出
一
九
九
五
年
︶
二
六
〇
頁
︑
徳
川
義
宣
﹁
家
康
の
第
八
子
仙
千
代
﹂
︵
﹃
新
修

徳
川
家
康
文
書
の
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
三
年
︶
六
九
七
～
六
九
八
頁
︒

⑮

一
門
の
知
行
取
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
︑
本
章
に
あ
げ
た
の
は
︑
隼
田
嘉
彦

﹁
福
井
藩
と
小
浜
藩
の
成
立
﹂
︵
﹃
福
井
県
史
﹄
通
史
編
近
世
一
︑
一
九
九
四
年
︶

一
二
二
頁
︑
白
根
孝
胤
﹁
尾
張
徳
川
家
の
創
立
﹂
︵
﹃
新
修
名
古
屋
市
史
﹄
第
三
巻
︑

一
九
九
九
年
︶
一
四
頁
︑
小
池
進
﹁
駿
府
政
権
と
駿
府
徳
川
藩
﹂
︵
﹃
静
岡
県
史
﹄

通
史
編
三
近
世
一
︑
一
九
九
六
年
︶
一
八
二
頁
︑
所
理
喜
夫
﹁
水
戸
藩
︑
諸
藩
の

成
立
﹂
︵
﹃
茨
城
県
史
﹄
近
世
編
︑
一
九
八
五
年
︶
八
七
～
九
三
頁
︑
前
掲
注
⑭
黒

田
論
文
二
六
〇
～
二
六
一
頁
︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
①
藤
野
著
書
二
二
九
頁
を

参
照
︒

⑯

慶
長
一
二
年
閏
四
月
二
四
日
付
越
前
年
寄
中
宛
徳
川
家
康
黒
印
状
︵
中
村
孝
也

﹃
新
訂
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
﹄
下
巻
之
一
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
七
年
︑
五

一
一
頁
︶
に
﹁
越
前
肝
要
之
地
候
間
﹂
と
あ
る
︒

⑰

﹃
義
演
准
后
日
記
﹄
二
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
八
三
年
︑
二
二
八
頁
︶

慶
長
五
年
一
一
月
九
日
条
に
﹁
︵
秀
忠
︶

中
納
言
家
康
息
近
日
参
内
云
々
︑
則
関
東
へ
下
向

云
々
︑
︵
秀
康
︶

三
河
守
家
康
息
是
ハ
越
前
拝
領
云
々
︑
︵
忠
吉
︶

下
野
守
家
康
三
男
尾
張
国
云
々
︑

大
坂
・
伏
見︵
家
康
︶

内
府
ノ
留
主
ア
ル
ヘ
キ
云
々
﹂
と
あ
る
︒

⑱

慶
長
五
年
九
月
七
日
付
伊
達
政
宗
宛
徳
川
家
康
書
状
︵
中
村
孝
也
﹃
新
訂
徳
川

家
康
文
書
の
研
究
﹄
中
巻
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
七
年
︑
六
七
三
頁
︶
に
﹁
其

表
之
儀
三︵
秀
康
︶

河
守
有
相
談
︑
被
入
御
精
尤
候
﹂
と
あ
る
︵
下
村
信
博
﹁
松
平
忠
吉
と

関
ヶ
原
の
戦
い
﹂
﹃
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
﹄
第
三
四
号
︑
二
〇
一
一
年
︶
︒

⑲

関
ヶ
原
戦
後
の
論
功
行
賞
に
よ
っ
て
︑
東
軍
豊
臣
系
武
将
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
国

持
大
名
に
昇
格
し
て
い
き
︑
実
に
二
〇
ヵ
国
以
上
の
領
知
を
賜
っ
た
と
い
う
︵
笠

谷
和
比
古
﹃
関
ケ
原
合
戦
と
近
世
の
国
制
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
〇
年
︑
九
三

～
九
五
頁
︶
︒

⑳

﹃
慶
長
見
聞
書
﹄
三
︵
﹃
愛
知
県
史
﹄
資
料
編
一
三
織
豊
三
︑
二
〇
一
五
年
︑
七

四
九
頁
︶
に
﹁
江
戸
御
留
守
居
︵
中
略
︶
西
丸
ニ
︵
信
吉
︶

万
千
代
様
御
座
候
﹂
と
あ
る
︒

㉑

慶
長
一
三
年
八
月
二
五
日
付
﹁
徳
川
右
兵
衛
督
﹂
宛
﹁
尾
張
国
一
円
出
置
之
訖
︑

全
可
有
領
知
之
状
如
件
﹂
と
い
う
秀
忠
判
物
︵
徳
川
美
術
館
蔵
︑
﹃
愛
知
県
史
﹄

資
料
編
二
一
近
世
七
︑
二
〇
一
四
年
︑
一
三
頁
︶
が
あ
る
︒
ま
た
﹁
徳
川
常
陸
介

殿
﹂
宛
の
秀
忠
御
内
書
の
写
︵
﹁
権
現
様
台
徳
院
様
大
猷
院
様
御
内
書
写
﹂
︑
東
京

大
学
総
合
図
書
館
蔵
︶
が
六
点
あ
る
︒
同
史
料
中
に
頼
宣
が
慶
長
一
六
年
の
官
位

昇
進
か
ら
称
し
た
﹁
遠
江
宰
相
﹂
宛
の
秀
忠
御
内
書
も
あ
る
か
ら
︑
頼
宣
は
当
時

徳
川
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

㉒

永
井
博
﹁
﹁
御
三
家
﹂
の
家
格
形
成
過
程

官
位
を
中
心
に

﹂
︵
﹃
茨
城

県
歴
史
館
報
﹄
二
九
︑
二
〇
〇
二
年
︶
︑
黒
田
基
樹
﹁
結
城
秀
康
文
書
の
基
礎
的

研
究
﹂
︵
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑮
著
書
︑
初
出
一
九
九
五
年
︶
二
二
二
頁
︒

㉓

秀
康
・
忠
吉
・
忠
輝
ま
た
彼
ら
の
筆
頭
家
老
︵
奉
行
︶
か
ら
発
給
さ
れ
た
家
臣

宛
知
行
宛
行
状
や
寺
社
寄
進
状
︑
諸
支
配
文
書
か
ら
︑
三
人
は
当
時
家
臣
団
統
制

や
領
内
統
治
を
自
ら
掌
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
前
掲
注
㉒
黒
田
論
文
︑
二

二
七
～
二
三
五
頁
︑
前
掲
注
⑪
下
村
論
文
︑
前
掲
注
⑭
黒
田
論
文
二
六
五
～
二
七

二
頁
︶
︒
ま
た
︑
信
吉
も
自
ら
入
封
し
︑
水
戸
で
死
去
し
た
︵
平
山
優
﹃
穴
山
武

田
氏
﹄
戎
光
祥
出
版
︑
二
〇
一
一
年
︑
二
七
二
頁
︶
︒

㉔

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑱
白
根
論
文
九
八
頁
︒

㉕

﹃
史
籍
雑
纂
﹄
第
二
︵
国
書
刊
行
会
︑
一
九
〇
八
年
︶
一
七
八
頁
︒

㉖

下
村
効
﹁
天
正
文
禄
慶
長
年
間
の
公
家
成
・
諸
大
夫
成
一
覧
﹂
︵
﹃
栃
木
史
学
﹄

近世初期徳川政権の親族政策について（劉）
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七
︑
一
九
九
三
年
︶
︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑮
黒
田
著
書
二
五
二
～
二
五
三
頁
︒

な
お
︑
家
康
庶
子
筋
の
官
位
叙
任
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
注
⑭
黒
田
論
文
二
六
〇
～

二
六
一
頁
︑
小
山
譽
城
﹁
徳
川
秀
忠
政
権
の
﹃
御
三
家
﹄
構
想
﹂
︵
﹃
徳
川
御
三
家

付
家
老
の
研
究
﹄
清
文
堂
︑
二
〇
〇
六
年
︑
初
出
一
九
八
七
年
︶
二
一
～
三
七
頁

を
参
照
︒

㉗

﹃
言
経
卿
記
﹄
一
〇
︵
岩
波
書
店
︑
一
九
七
七
年
︑
二
五
〇
頁
︶
同
日
条
に

﹁
江
戸
︵
秀
忠
︶

中
納
言
殿
・
同
︵
忠
吉
︶

下
野
守
等
参

内
︑
先
勧
修
寺
へ
黄
門
御
出
︑
朝
飡
有
之
︑

同
︵
勧
修
寺
光
豊
︶

右
大
弁
宰
相
へ
下
野
殿
御
出
︑
今
日
四
品
侍
従
勅
許
也
云
々
﹂
と
あ
る
︒

㉘

﹃
義
演
准
后
日
記
﹄
︵
前
掲
注
⑰
︑
三
二
八
頁
︶
慶
長
六
年
一
一
月
八
日
条
に

﹁
伏
見
城
へ
為
留
主
尾
州
清
須
城
ヨ
リ
上
洛
﹂
と
あ
る
︒

㉙

﹃
時
慶
記
﹄
三
︵
臨
川
書
店
︑
二
〇
〇
八
年
︑
三
七
頁
︶
同
日
条
︒
な
お
︑
﹃
綿

考
輯
録
﹄
︵
二
忠
興
公
上
︑
汲
古
書
院
︑
一
九
八
八
年
︑
四
二
六
頁
︶
に
よ
る
と
︑

秀
康
は
こ
の
昇
位
を
も
っ
て
細
川
忠
興
よ
り
上
に
列
し
︑
供
奉
衆
の
首
位
と
な
っ

た
︒

㉚

﹃
慶
長
見
聞
録
案
紙
﹄
︵
汲
古
書
院
︑
一
九
八
六
年
︑
三
一
頁
︶
慶
長
一
一
年
九

月
二
一
日
条
に
﹁
伏
見
ニ
者
越
前
中
納
言
殿
秀
康
可
有
御
在
留
旨

内
府
様
被
仰

出
﹂
と
あ
る
︒

㉛

二
月
二
一
日
付
︵
推
定
年
代
慶
長
一
二
年
︶
島
津
家
久
宛
秀
康
書
状
︵
﹃
鹿
児

島
県
資
料

旧
記
雑
録
後
編
﹄
四
︑
一
九
八
四
年
︑
一
〇
七
頁
︶
︒

㉜

﹃
慶
長
日
件
録
﹄
第
一
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
八
一
年
︑
一
七
九
・
一

八
四
頁
︶
同
日
条
︒

㉝

﹃
当
代
記
﹄
︵
前
掲
注
㉕
︑
八
八
～
八
九
頁
︶
同
日
条
︒

㉞

福
田
千
鶴
﹃
豊
臣
秀
頼
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
四
年
︶
一
二
八
～
一
三
一

頁
︒

㉟

鎌
田
道
隆
﹁
初
期
幕
政
に
お
け
る
二
元
政
治
論
序
説
﹂
︵
﹃
奈
良
史
学
﹄
一
〇
︑

一
九
九
二
年
︶
︒

㊱

﹁
豊
臣
秀
頼
御
上
洛
之
次
第
﹂
︵
山
口
県
文
書
館
所
蔵
︶
に
﹁
大
御
所
為
御
名
代
︑

︵
義
直
︶

右
兵
衛
様
・︵
頼
宣
︶

常
陸
様
卯
月
三
日
大
坂
御
下
向
﹂
と
あ
る
︒
﹃
当
代
記
﹄
︵
前
掲
注
㉕
︑

一
七
三
頁
︶
同
四
月
二
日
条
︒

㊲

三
月
二
九
日
付
︵
推
定
年
代
慶
長
一
二
年
︶
江
戸
年
寄
衆
宛
本
多
正
純
書
状

︵
﹃
慶
長
見
聞
録
案
紙
﹄
︑
前
掲
注
㉚
︑
七
五
頁
︶
︒

㊳

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑭
中
村
著
書
六
四
六
～
六
七
六
頁
︑
同
﹁
は
じ
め
に
﹂

注
⑮
黒
田
論
文
三
〇
～
三
二
頁
︑
堀
越
祐
一
﹁
豊
臣
期
に
お
け
る
武
家
官
位
制
と

氏
姓
授
与
﹂
︵
﹃
豊
臣
政
権
の
権
力
構
造
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
六
年
︑
初
出
二

〇
〇
三
年
︶
二
六
頁
︒

㊴

﹃
当
代
記
﹄
︵
前
掲
注
㉕
︑
一
六
二
頁
︶
同
日
条
︒

㊵

﹁
塵
芥
記
﹂
︵
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
︶
同
年
正
月
二
六
日
条
︑
﹃
言
緒
卿
記
﹄

下
︵
岩
波
書
店
︑
一
九
九
八
年
︑
四
〇
頁
︶
同
年
閏
六
月
二
一
日
条
︒

第
二
章

秀
忠
の
親
族
政
策

一

元
和
前
期
の
徳
川
・
松
平
一
族
処
遇

元
和
二
年
︵
一
六
一
六
︶
四
月
一
七
日
に
家
康
が
駿
府
で
逝
去
し
た
後
︑
大
御
所
・
将
軍
二
元
政
治
体
制
の
解
体
と
大
坂
の
陣
の
終
結
に
よ
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る
元
和
偃
武
の
達
成
に
伴
い
︑
秀
忠
中
心
の
政
治
体
制
が
発
足
し
た
︒
そ
れ
か
ら
寛
永
九
年
︵
一
六
三
二
︶
正
月
の
死
去
ま
で
徳
川
政
権
を
導

い
た
秀
忠
は
︑
忠
輝
・
忠
直
の
改
易
・
配
流
や
の
ち
の
﹁
御
三
家
﹂
の
極
位
極
官
︑
ま
た
頼
宣
の
紀
伊
転
封
や
自
分
の
息
子
忠
長
の
昇
格
な
ど

様
々
な
親
族
処
遇
を
決
定
し
て
い
た①
︒
一
方
︑
秀
忠
の
親
族
政
策
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
︑
概
ね
﹁
御
三
家
﹂
の
枠
組
み
を
含
む
一
門
構
造

が
す
で
に
創
出
・
構
想
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
︑
そ
れ
に
対
す
る
秀
忠
の
継
承
・
改
造
策
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る②
︒
し
か

し
︑
前
章
で
示
し
た
よ
う
に
︑
家
康
は
か
か
る
親
族
編
成
や
枠
組
み
の
制
度
的
創
出
を
控
え
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
こ
の
新
た
な
前
提

か
ら
秀
忠
の
親
族
政
策
を
見
直
す
必
要
性
が
浮
か
び
上
が
る
︒

家
康
の
死
に
よ
る
代
替
り
に
伴
っ
て
︑
将
軍
家
親
族
に
つ
い
て
は
︑
⑴
義
直
・
頼
宣
・
頼
房
三
人
の
独
立
領
主
化
︑
⑵
元
和
二
年
七
月
の
忠

輝
改
易
・
配
流
︑
⑶
元
和
三
年
七
月
の
義
直
・
頼
宣
権
中
納
言
昇
任
と
い
う
三
つ
の
変
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
つ
ま
り
︑
大
坂
の
陣
中

の
乱
行
を
咎
め
ら
れ
た
忠
輝
の
失
脚
を
も
っ
て
︑
政
治
上
で
将
軍
実
弟
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
の
は
︑
家
康
死
後
に
各
自
入
封
し
て
領
知
・
家

臣
団
を
支
配
し
は
じ
め
た
義
直
ら
三
人
の
み
と
な
っ
た
︒
そ
し
て
︑
義
直
と
頼
宣
は
ま
る
で
前
述
し
た
家
康
の
意
思
に
し
た
が
っ
た
よ
う
に
︑

官
位
上
で
一
挙
に
上
杉
景
勝
や
隠
居
中
の
毛
利
輝
元
に
並
ん
で
武
家
領
主
の
最
高
位
に
の
ぼ
っ
た
が
︑
頼
房
の
地
位
は
全
く
変
ら
な
か
っ
た
た

め
︑
彼
と
両
兄
と
の
格
差
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
︒
こ
う
し
た
事
実
と
︑
頼
房
を
含
む
﹁
御
三
家
﹂
は
秀
忠
政
権
の
発
足
を
契
機
に
﹁
一
応
の

形
態
が
と
と
の
え
ら
れ
た③
﹂
と
す
る
一
般
の
見
解
と
が
齟
齬
し
て
い
る
︒
む
し
ろ
︑
﹁
御
三
家
﹂
は
枠
組
み
さ
え
こ
の
時
期
に
創
出
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

一
方
︑
家
康
期
と
同
じ
よ
う
に
︑
秀
忠
も
中
納
言
昇
進
後
の
義
直
・
頼
宣
に
重
要
な
政
治
的
役
割
を
務
め
さ
せ
た
︒
元
和
三
年
八
月
二
六
日
︑

秀
忠
は
伏
見
で
第
二
回
の
朝
鮮
回
答
兼
刷
還
使
節
の
一
行
を
応
接
し
た
︒
そ
の
時
に
行
わ
れ
た
饗
宴
に
つ
い
て
︑
幕
府
儒
者
の
林
羅
山
が
著
し

た
﹁
朝
鮮
信
使
来
貢
記
﹂
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る④
︒

有
式
三
献
︑
近
習
諸
大
夫
板
倉
周
防
守
重
宗
・
永
井
信
濃
守
尚
政
等
為
御
給
仕
︑
三
使
各
賜
盃
毎
度
備
兼
金
台
盛
物
︑︵
板
倉
勝
重
︶

伊
賀
守
・︵
本
多
正
純
︶

上
野
介
・︵
土
井
利
勝
︶

大
炊
助
・
︵
宗対

近世初期徳川政権の親族政策について（劉）

89 (455)



義
成
︶

馬
守
揖
︑
通
事
朴
大
根
令
言
上
官
使
之
謝
詞
︑
三
献
巳
訖
︑
将
軍
家
入
御
云
々
︑
其
後
尾
張
中
納
言︵
義
直
︶

義
俊
︑
駿
河
中
納
言︵
頼
宣
︶

頼
信
出
其
座
︑
謁
三
使
︑
備
饗

膳
七
五
三
︑
通
事
以
下
皆
於
次
間
賜
椀
飯
︑
未
刻
朝
鮮
人
退
出
︑
其
後
将
軍
家
有
出
御
︑
対
面
両
中
納
言
︑
米
沢
︵
上
杉
︶

中
納
言
景
勝
︑
越
前︵
松
平
︶

宰
相
忠
直
︑
大
崎

︵
伊
達
︶

宰
相
政
宗
已
下
諸
大
名
等

朝
鮮
三
使
を
招
待
す
る
饗
宴
の
中
に
︑
秀
忠
は
式
三
献
を
行
っ
て
か
ら
退
出
し
た
︒
そ
の
後
︑
義
直
と
頼
宣
は
三
使
に
拝
謁
し
︑
使
節
た
ち

の
御
膳
に
相
伴
し
た
︒
同
じ
中
納
言
の
景
勝
や
同
じ
一
族
の
忠
直
も
含
め
た
在
伏
見
の
諸
大
名
は
い
ず
れ
も
列
席
さ
え
許
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
︑

義
直
と
頼
宣
の
応
接
参
与
は
単
な
る
官
位
や
親
族
身
分
に
相
応
す
る
一
般
的
待
遇
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
一
方
︑
朝
鮮
正
使
呉
允
謙
の
記

録
に
﹁
︵
秀
忠
︶
行
酒
後
又
曰
︑
吾
則
当
罷
入
︑
使
吾
両
弟
待
飯
︑
願
使
臣
安
心
便
坐⑤
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
義
直
・
頼
宣
は
将
軍
の
代
わ
り
に
︑

し
か
も
将
軍
実
弟
と
し
て
相
伴
役
を
務
め
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
こ
で
︑
家
康
期
の
政
治
情
勢
に
対
応
す
る
直
系
親
族
の
活
用
は
︑
秀
忠
に
受

け
入
れ
ら
れ
︑
意
識
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
︒
義
直
ら
二
人
の
み
の
地
位
上
昇
も
そ
の
政
策
の
一
環
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
家
康
在
世
中
の
慶
長
一
二
年
︵
一
六
〇
七
︶
に
第
一
回
の
朝
鮮
使
節
を
江
戸
で
饗
応
し
た
際
︑
秀
忠
は
自
ら
応
接
し
︑
ほ
か
の

相
伴
を
使
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る⑥
︒
つ
ま
り
︑
秀
忠
は
単
に
前
例
を
踏
襲
し
た
わ
け
で
は
な
く
︑
家
康
期
の
政
策
を
受
け
入
れ
な
が
ら
︑
自

ら
の
意
思
で
義
直
・
頼
宣
に
新
た
な
役
割
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
︒
し
か
も
︑
改
変
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
元
和
五
年
︵
一
六
一
九
︶

の
秀
忠
上
洛
中
︑
七
月
に
頼
宣
の
紀
伊
・
伊
勢
五
五
万
五
千
石
へ
の
国
替
え
が
決
定
さ
れ
︑
紀
伊
徳
川
家
の
成
立
が
な
さ
れ
た
︒
同
月
二
五
日
︑

秀
忠
は
義
直
・
頼
宣
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
衆
を
率
い
て
参
内
し
た
︒
そ
の
際
に
行
わ
れ
た
御
礼
に
つ
い
て
︑
公
家
土
御
門
泰
重
の
日
記
に
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る⑦
︒

御
礼
之
時
御
殿
常
御
所
︑
自
長
橋
経
御
廊
下
︑
申
口
ヨ
リ
主
上
御
前
御
参
候
︑︵
秀
忠
︶

公
方
御
太
刀
持
常
刀
持︵
義
彌
︶

吉
良
与
大
沢
正
具
両
人
落
縁
伺
公
也
︑
三
献
過
︑

公
方
様
酌
ニ
テ
昵
近
之
公
家
へ
︑
御
前
ニ
テ
御
と
を
り
如
恒
例
御
座
候
︑
其
以
後
公
方
御
連
枝︵
義
直
︶

尾
張
・︵
頼
宣
︶

駿
河
両
中
納
言
太
刀
折
紙
に
て
御
礼
被
申
候
︑
天
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盃
頂
戴
也
︑
次
公
方
如
本
長
橋
局
ま
て
退
出
︑
諸
大
名
之
御
礼
清
涼
殿
ニ
テ
有
之
︑
御
礼
申
終
テ
公
方
還
御
也
︑
今
日
之︹
儀
︺
義
公
私
共
珍
重
也
︑

常
御
所
で
行
わ
れ
た
将
軍
秀
忠
か
ら
天
皇
へ
の
御
礼
や
三
献
の
儀
・
昵
近
公
家
の
御
酌
の
後
︑
同
場
所
ま
で
供
奉
し
た
義
直
と
頼
宣
は
天
皇

へ
の
御
礼
を
行
い
︑
天
盃
も
頂
戴
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
将
軍
が
長
橋
局
ま
で
退
出
し
た
頃
︑
諸
大
名
は
清
涼
殿
で
天
皇
へ
の
御
礼
を
行
っ

た
︒
か
つ
て
義
直
と
頼
宣
の
み
が
供
奉
し
た
元
和
元
年
正
月
の
秀
忠
参
内
に
は
︑
二
人
の
天
皇
へ
の
謁
見
も
あ
っ
た⑧
が
︑
武
家
供
奉
衆
の
中
で

二
人
に
は
他
と
異
な
る
御
礼
や
役
割
を
さ
せ
る
の
は
︑
今
回
が
初
め
て
で
あ
っ
た
︒
将
軍
権
威
に
も
関
わ
る
参
内
の
儀
に
お
い
て
︑
義
直
と
頼

宣
を
将
軍
﹁
御
連
枝
﹂
と
し
て
特
別
に
扱
う
こ
と
か
ら
︑
彼
ら
を
含
む
上
級
武
家
衆
の
序
列
編
成
を
改
変
し
よ
う
と
し
た
秀
忠
の
意
図
が
窺
え

る
︒

二

一
族
処
遇
の
変
化
と
将
軍
交
代

そ
の
後
︑
将
軍
家
の
親
族
構
成
と
処
置
は
本
格
的
な
転
換
期
を
迎
え
た
︒
元
和
六
年
九
月
六
日
︑
将
軍
嫡
子
の
竹
千
代
︵
の
ち
家
光
︶
は
元

服
し
て
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
︑
彼
の
弟
・
秀
忠
三
男
の
国
松
︵
の
ち
忠
長
︶
も
元
服
し
て
従
四
位
下
参
議
兼
右
近
衛
権
中
将
に
叙
任
さ
れ
︑
甲

斐
宰
相
︵
甲
斐
・
信
濃
二
〇
万
石
拝
領
︶
と
称
し
た
︒
二
日
後
︑
頼
房
も
元
服
以
来
久
々
の
昇
進
で
正
四
位
下
参
議
兼
左
近
衛
権
中
将
と
な
り
︑

水
戸
宰
相
と
称
し
た
︒
こ
う
し
て
忠
長
は
領
知
高
や
官
職
上
で
頼
房
に
並
ん
だ
が
︑
家
光
の
将
軍
襲
職
の
元
和
九
年
七
月
に
忠
長
は
ま
た
の
昇

進
を
許
さ
れ
︑
義
直
・
頼
宣
と
同
格
の
従
三
位
権
中
納
言
と
な
っ
た
︒
さ
ら
に
翌
寛
永
元
年
︵
一
六
二
四
︶
七
月
︑
忠
長
は
頼
宣
転
封
後
の
駿

府
城
を
賜
り
︑
駿
・
遠
・
甲
・
信
の
内
五
五
万
石
を
領
し
た
︒
寛
永
二
年
一
〇
月
一
九
日
の
駿
府
初
入
部⑨
を
も
っ
て
︑
忠
長
は
義
直
・
頼
宣
と

比
肩
す
る
独
立
領
主
に
取
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

将
軍
家
か
ら
取
立
て
ら
れ
た
新
し
い
親
族
と
し
て
︑
忠
長
の
地
位
上
昇
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
て
い
る
︒
秀
忠
政
権
の
親
族
処
置
を
検
討
し

た
小
山
譽
城
は
︑
忠
長
の
優
遇
を
諸
大
名
こ
と
に
徳
川
一
門
に
秀
忠
の
将
軍
権
威
を
誇
示
す
る
政
策
の
一
環
と
理
解
し
︑
忠
長
が
格
式
上
で
義
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直
ら
三
兄
弟
の
中
に
割
り
込
ま
せ
ら
れ
︑
叔
父
に
あ
た
る
義
直
・
頼
宣
と
と
も
に
﹁
徳
川
一
門
の
中
で
も
別
格
﹂
の
三
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
と
す
る⑩
︒
一
方
︑
忠
長
の
駿
府
移
封
は
秀
忠
の
小
田
原
隠
居
計
画
な
ど
政
治
・
軍
事
的
意
図
に
導
か
れ
た
と
す
る
下
重
清
の
見
解⑪
が

あ
り
︑
忠
長
の
官
位
叙
任
や
昇
進
も
叔
父
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
︑
将
軍
嫡
子
・
兄
家
光
の
元
服
叙
任
や
将
軍
襲
職
な
ど
を
契
機
に
な
さ
れ
た
た

め
︑
彼
の
処
遇
は
必
ず
し
も
家
康
の
息
子
へ
の
処
遇
と
異
な
る
方
針
で
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
小
山
は
こ
れ
を
﹁
弟
た
ち
と
同
格
の
大

名
を
創
出
で
き
る
﹂
絶
対
権
威
を
知
ら
し
め
る
秀
忠
の
一
門
牽
制
策
と
捉
え
た⑫
が
︑
忠
長
は
義
直
・
頼
宣
と
同
格
に
な
っ
て
か
ら
政
治
上
で
三

人
の
み
が
セ
ッ
ト
で
扱
わ
れ
た
形
跡
も
見
当
た
ら
ず
︑
前
述
し
た
義
直
と
頼
宣
の
地
位
上
昇
と
役
割
分
担
も
秀
忠
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た

た
め
︑
こ
れ
を
家
康
期
の
親
族
政
策
に
対
す
る
秀
忠
の
継
承
と
活
用
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
︑
頼
房
こ
そ
甥
の
忠
長
と
と
も
に
宰
相
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
︑
よ
う
や
く
両
兄
と
と
も
に
政
治
的
役
割
を
務
め
は

じ
め
た
こ
と
で
あ
る
︒
元
和
九
年
八
月
六
日
に
︑
上
洛
中
の
家
光
は
将
軍
宣
下
拝
謝
の
参
内
を
行
っ
た
︒
そ
の
際
に
供
奉
し
た
﹁
公
家
成
﹂
武

家
衆
の
行
列
に
つ
い
て
︑
将
軍
御
太
刀
役
を
務
め
る
高
家
吉
良
義
弥
の
家
に
伝
来
し
た
﹃
吉
良
家
日
記
﹄
に
は
︑
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る⑬
︒

一
︑
次
ニ
︵
公
家
成
武
家
︶

公
家
︑︵
義
直
︶

尾
張
・︵
頼
宣
︶

紀
伊
・︵
頼
房
︶

水
戸
此
三
人
長
柄
︑
残
ノ
公
家
衆
︵
塗
︶

ぬ
り
輿
ニ
て
御
供
︑

一
︑︵
四
位
以
上
公
家
︶

四
品
之
衆
御
先
江
参
︑
禁
中︵
公
卿
御
門
か
︶

四
足
之
御
門
ニ
て
御
目
見
事
︑

一
︑
禁
中
ノ
公
家
衆
何
レ
モ
四
足
ニ
て
御
目
見
之
事
︑

一
︑︵家
光
御
車
︶

御
車
︑
四
足
ノ
御
門
ニ
立
候
事
︑

一
︑
御
連
枝
御
三
人
︑
立
石
迄
長
柄
ニ
召
候
事
︑

一
︑︵
公
家
成
大
名
︶

公
家
大
名
衆
︑
薬
院
ノ
惣
門
ヨ
リ
下
候
事
︑

将
軍
御
車
の
後
ろ
に
供
奉
す
る
侍
従
以
上
の
武
家
衆
の
中
で
︑
﹁
御
連
枝
﹂
の
義
直
ら
三
人
は
禁
裏
の
立
石
︵
公
卿
御
門
外
か
︶
ま
で
長
柄
に
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乗
っ
た
が
︑
諸
大
名
は
そ
の
手
前
の
施
薬
院
側
中
立
売
惣
門
で
塗
輿
か
ら
降
り
た
︒
そ
し
て
元
和
五
年
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
︑
常
御
所
で
将
軍

家
光
か
ら
天
皇
へ
の
御
対
面
や
三
献
の
儀
・
昵
近
公
家
の
御
酌
が
行
わ
れ
た
後
︑
同
じ
場
所
で
頼
房
が
義
直
・
頼
宣
と
と
も
に
天
皇
へ
の
御

礼
・
太
刀
献
上
や
天
盃
頂
戴
な
ど
を
行
っ
た⑭
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
家
光
が
女
御
︵
実
妹
の
和
子
︶
へ
御
礼
を
し
た
頃
︑
ほ
か
の
武
家
供
奉
衆
は

天
皇
へ
の
御
礼
を
清
涼
殿
で
行
っ
た⑮
︒

官
位
上
で
頼
房
と
同
格
の
前
田
利
常
な
ど
外
様
国
持
大
名⑯
が
塗
輿
供
奉
で
︑
清
涼
殿
で
の
御
礼
の
様
子
も
異
な
る
た
め
︑
頼
房
は
官
位
や
領

知
で
は
な
く
︑
ま
さ
に
﹁
御
連
枝
﹂
す
な
わ
ち
将
軍
家
と
の
親
族
関
係
に
よ
っ
て
義
直
・
頼
宣
と
並
ん
で
扱
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
し
か
も
︑

頼
房
は
両
兄
の
よ
う
に
親
族
と
し
て
政
治
に
参
与
す
る
経
験
も
な
か
っ
た
た
め
︑
彼
の
参
列
も
親
族
活
用
策
の
新
し
い
展
開
と
捉
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
︒
な
お
︑
右
に
述
べ
た
頼
房
の
優
遇
か
ら
︑
領
知
や
官
位
に
よ
ら
ざ
る
親
族
関
係
の
区
分
機
能
も
明
ら
か
に
な
る
︒

忠
長
は
今
回
の
両
御
所
上
洛
に
供
奉
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
︑
そ
の
後
に
彼
も
叔
父
た
ち
の
よ
う
な
立
場
を
認
め
ら
れ
は
じ
め
た
︒
寛
永
元

年
︵
一
六
二
四
︶
一
二
月
一
九
日
に
家
光
が
江
戸
で
第
三
回
の
朝
鮮
回
答
兼
刷
還
使
節
一
行
を
応
接
し
た
際
︑
元
和
三
年
の
時
と
同
じ
よ
う
な

饗
宴
が
行
わ
れ
た
︒
朝
鮮
側
の
副
使
姜
弘
重
の
記
録⑰
に
よ
る
と
︑
式
三
献
の
後
︑
将
軍
家
光
は
使
節
た
ち
に
好
意
を
示
す
た
め
︑
自
ら
の
接
待

と
い
う
煩
瑣
な
作
法
を
や
め
︑
頼
房
と
忠
長
を
遣
わ
し
た
と
い
う
︒
つ
ま
り
︑
将
軍
還
御
の
後
︑
頼
房
と
忠
長
は
﹁
公
服
﹂
で
使
節
に
謁
見
し
︑

同
席
で
饗
宴
を
接
待
し
た
︒
そ
し
て
前
回
の
義
直
・
頼
宣
と
同
じ
よ
う
に
︑
今
回
の
二
人
が
将
軍
に
代
っ
て
応
接
し
た
時
の
身
分
も
将
軍
親
族

で
あ
っ
た
︒
こ
こ
で
︑
忠
長
と
頼
房
も
家
康
期
以
来
の
親
族
利
用
策
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒
な
お
︑
二
人
は
同
時
期
に
政
治
的
役

割
を
担
い
は
じ
め
た
こ
と
か
ら
︑
忠
長
へ
の
待
遇
は
決
し
て
義
直
ら
三
人
に
対
す
る
秀
忠
の
牽
制
策
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
︒
た
だ
︑
今
回

で
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
︑
官
位
や
領
知
そ
し
て
血
縁
親
疎
︵
長
幼
秩
序
︶
さ
え
一
致
し
な
い
二
人
を
セ
ッ
ト
で
扱
っ
た
︒
こ
れ
は
新
将
軍
襲

職
が
も
た
ら
し
た
親
族
政
策
の
改
変
で
あ
ろ
う
︒

し
か
も
︑
改
変
を
う
け
た
の
は
彼
ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
元
和
九
年
二
月
︑
越
前
宰
相
忠
直
が
不
行
跡
の
た
め
隠
居
・
配
流
さ
れ
た
︒
嫡

子
仙
千
代
丸
︵
の
ち
光
長
︶
の
相
続
が
認
め
ら
れ
た
一
方
︑
翌
寛
永
元
年
三
月
に
忠
直
の
弟
・
越
後
侍
従
忠
昌
と
の
国
替
が
行
わ
れ
︑
仙
千
代
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丸
は
越
後
高
田
二
五
万
石
︑
忠
昌
は
越
前
福
井
五
〇
万
石
を
領
し
た
︒
同
年
︑
忠
昌
の
弟
三
人
︵
直
政
・
直
基
・
直
良
︶
も
そ
れ
ぞ
れ
越
前
国
内

︵
大
野
・
勝
山
・
木
本
︶
で
知
行
を
与
え
ら
れ
︑
事
実
上
の
独
立
大
名
と
な
っ
た⑱
︒

将
軍
交
代
の
直
前
に
甥
か
つ
婿
に
あ
た
る
忠
直
を
配
流
し
た
の
は
︑
秀
忠
が
新
将
軍
と
な
る
家
光
に
重
す
ぎ
る
荷
を
負
わ
せ
な
い
た
め
︑
解

決
す
べ
き
問
題
を
自
ら
決
断
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る⑲
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
頼
房
と
忠
長
の
処
遇
も
類
似
す
る
問
題
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
︑

元
和
後
期
に
お
け
る
二
人
の
地
位
上
昇
も
秀
忠
の
か
か
る
意
思
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
︒
よ
っ
て
︑
寛
永
元
年
の
二
人
の
役
割
負

担
や
︑
秀
康
系
越
前
一
門
の
国
替
と
拡
大
は
︑
い
ず
れ
も
家
光
政
治
の
円
滑
的
展
開
に
即
し
た
政
治
対
策
の
一
環
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

三

寛
永
初
期
に
お
け
る
﹁
御
連
枝
﹂
の
構
成
と
地
位

寛
永
三
年
︵
一
六
二
六
︶
︑
大
御
所
秀
忠
と
将
軍
家
光
は
相
次
い
で
六
月
・
八
月
に
上
洛
し
た
︒
秀
忠
は
七
月
一
二
日
に
︑
家
光
は
八
月
一
八

日
に
参
内
を
行
っ
た
︒
秀
忠
の
参
内
に
つ
い
て
︑
土
御
門
泰
重
が
﹁
︵
秀
忠
︶
常
御
所
ニ
テ
御
礼
︑
三
献
ア
リ
︑
其
以
後
御
︵
義
直
・
頼
宣
︶

舎
弟
二
人
御
礼
︑

一
献
ア
リ
︑
︵
秀
忠
︶

公
方
ハ
︵
和
子
︶

中
宮
へ
御
参
候
︑
其
間
主
上
清
涼
殿
出
御
︑
諸
大
名
御
礼
ア
リ⑳
﹂
と
述
べ
る
よ
う
に
︑
義
直
と
頼
宣
は
先
例
の
通
り
諸
大

名
と
は
別
に
御
礼
を
行
っ
た
︒
一
方
︑
家
光
の
参
内
に
つ
い
て
︑
泰
重
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る㉑

︒

其
以
後
参
内
︑
常
御
所
に
て
作
法
如
常
︑
艮
子
千
枚
・
綿
千
把
・
御
袷
白
五
十
進
上
也
︑
三
献
目
公
家
昵
近
之
衆
計
御
通
ニ
罷
出
候
︑︵
家
光
︶

公
方
御
酌
︑
其
以

後︵
忠
長
︶

駿
河
・︵
頼
房
︶

水
戸
御
礼
︑
御
盃
頂
戴
也
︑
其
以
後
︵
家
光
・
忠
長
︶

公
方
御
兄
弟
御
学
文
所
よ
り
中︵
和
子
︶

宮
御
方
へ
御
参
候
︑
其
間
御
供
大
名
ニ
御
対
面
︑
松
平︵
忠
明
︶

下
総
守
一
人
也
︑

諸
大
名
ハ
今
日
御
ゆ
る
し
公
方
ヨ
リ
不
罷
出
候
︑
主
上
中
宮
へ
行
幸
︑
御
振
舞
相
伴
之
由
承
及
候
︑
其
以
後
︵
中
和
門
院
︶

女
院
御
所
へ
御
参
候
︑
三
献
如
常
︑
進
上
之

物
銀
子
五
百
枚
・
綿
五
百
把
・
御
袷
三
十
白
︑
駿
河
中
納
言
艮
子
百
枚
︑
水
戸
十
枚
也
︑
御
対
面
也
︑
今
日
之
義
珍
重
也

今
回
は
︑
諸
大
名
が
将
軍
の
許
可
に
よ
り
供
奉
せ
ず
︑
義
直
と
頼
宣
も
供
奉
し
な
か
っ
た
︒
代
わ
り
に
︑
忠
長
と
頼
房
が
将
軍
に
従
っ
て
常
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御
所
で
御
礼
や
天
盃
頂
戴
を
行
い
︑
一
門
に
準
じ
る
大
和
郡
山
城
主
松
平
忠
明
が
唯
一
の
﹁
御
供
大
名
﹂
と
し
て
天
皇
に
謁
見
を
し
た
︒
一
方
︑

﹁
公
方
御
兄
弟
﹂
す
な
わ
ち
家
光
と
忠
長
の
み
が
実
妹
の
中
宮
和
子
へ
参
っ
た
こ
と
か
ら
︑
忠
長
の
血
縁
上
の
特
殊
性
や
彼
と
頼
房
の
親
疎
区

分
は
将
軍
や
朝
廷
側
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
︒
ま
た
︑
家
光
が
国
母
中
和
門
院
へ
参
っ
た
時
︑
供
奉
の
忠
長
と
頼
房
が
︑
二
人
の

官
位
・
領
知
の
差
と
相
応
す
る
よ
う
に
百
枚
と
十
枚
の
銀
子
を
そ
れ
ぞ
れ
進
上
し
て
い
る
︒
二
人
の
格
式
や
地
位
の
差
は
︑
他
の
公
的
儀
礼
な

ど
の
場
合
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
︑
役
割
負
担
に
よ
っ
て
︑
そ
の
差
が
変
る
こ
と
が
な
か
っ
た
︒

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
二
年
前
の
相
伴
役
を
皮
切
り
に
︑
忠
長
と
頼
房
が
再
び
将
軍
家
光
の
も
と
に
並
ん
で
勤
仕
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
︒

大
御
所
に
供
奉
し
た
義
直
・
頼
宣
も
加
え
て
︑
こ
の
時
期
に
血
縁
上
で
将
軍
家
と
最
も
近
い
四
人
は
︑
秀
忠
と
家
光
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
様

か
つ
特
別
な
役
割
を
担
い
︑
新
た
な
二
元
政
治
体
制
の
展
開
を
支
え
る
存
在
と
な
っ
た
︒

そ
の
後
︑
八
月
一
九
日
に
公
家
成
武
家
衆
の
官
位
昇
進
が
行
わ
れ
︑
忠
長
は
義
直
・
頼
宣
と
と
も
に
従
二
位
権
大
納
言
に
昇
進
し
︑
三
人
並

ん
で
武
家
領
主
の
最
高
位
に
位
置
し
た
が
︑
頼
房
も
外
様
大
名
筆
頭
の
前
田
利
常
・
伊
達
政
宗
・
島
津
家
久
と
並
ぶ
従
三
位
権
中
納
言
に
昇
進

し
た㉒

︒
四
人
の
政
治
的
序
列
が
こ
の
よ
う
な
形
で
定
着
し
︑
義
直
・
頼
宣
・
頼
房
が
任
じ
た
官
位
も
後
に
御
三
家
当
主
の
極
位
極
官
と
な
っ
た
︒

九
月
六
日
に
家
光
が
後
水
尾
天
皇
と
中
和
門
院
・
中
宮
和
子
の
二
条
城
行
幸
を
迎
え
る
た
め
に
参
内
し
た
際
︑
神
龍
院
梵
舜
の
記
録
に
よ
る
と
︑

将
軍
御
車
の
後
ろ
に
﹁
一
国
之
諸
大
名
﹂
す
な
わ
ち
国
持
衆
は
御
供
と
な
り
︑
し
か
も
﹁
一
番
尾
州
︵
義
直
︶

大
納
言
殿
︑
二
番
紀
州
︵
頼
宣
︶

大
納
言
殿
︑
三
番

駿
州
︵
忠
長
︶

大
納
言
殿
︑
四
番
︵
水
戸
︶

ミ
ト
ノ
︹
中
︺
︵
頼
房
︶

大
納
言
殿
︑
五
番
加
州
︵
利
常
︶

肥
前
守
殿
︑
其
外㉓

﹂
と
い
う
官
位
に
よ
る
順
次
で
並
ん
で
い
た
︒

一
方
︑
行
幸
三
日
目
の
九
月
八
日
夜
に
催
さ
れ
た
和
歌
会
に
お
い
て
︑
親
王
や
公
卿
衆
と
と
も
に
︑
天
皇
と
秀
忠
・
家
光
両
御
所
に
従
っ
て

列
席
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
武
家
衆
は
︑
義
直
・
頼
宣
・
忠
長
・
頼
房
四
人
の
み
で
あ
っ
た㉔

︒
こ
の
よ
う
な
特
別
か
つ
排
他
的
な
優
遇
は
他
に

も
見
出
せ
る
︒
遡
る
と
︑
元
和
一
〇
年
︵
一
六
二
四
︑
二
月
よ
り
寛
永
元
年
︶
︑
徳
川
氏
の
伝
統
的
正
月
行
事
で
あ
る
二
日
夜
の
謡
初
に
お
い
て
︑

在
国
の
義
直
を
除
く
頼
宣
・
忠
長
・
頼
房
三
人
の
み
が
︑
江
戸
城
本
丸
表
に
出
御
し
た
新
将
軍
家
光
の
前
で
﹁
敷
居
之
内
ニ
着
座㉕

﹂
︑
そ
し
て

六
献
の
儀
ま
で
祗
候
し
た
︒
こ
の
排
他
的
作
法
は
一
種
の
定
式
と
な
り
︑
忠
長
改
易
の
寛
永
九
年
以
降
も
︑
い
わ
ゆ
る
御
三
家
の
み
が
将
軍
の
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① 御　座
妙法院門跡

梶井門跡

中院通村（勅使）
北畠親顕
桜井具堯

三条西実条（勅使）
高倉永慶
勧修寺経広

一条昭良
知恩院門跡
青蓮院門跡

【図二】 寛永五年四月日光参向の門

跡・公卿衆振舞の席次図

※『吉良家日記』「寛永五年辰四月勅使摂家門

跡御振舞之次第」を参照

②

櫛笥隆朝　　坊城遂長
難波宗種　小川坊城俊完
　　　　　　花園公久

塩小路通規
竹内俊治

水
戸
中
納
言
頼
房

駿
河
大
納
言
忠
長

尾
張
大
納
言
義
直

紀
伊
大
納
言
頼
宣

御
上
段

御座

御
屏
風
立

向
座
に
着
座
し
な
が
ら
酒
宴
を
行
う
形
で
幕
末
ま
で
続
い
た㉖

︒

公
的
儀
礼
上
で
の
優
遇
に
限
ら
ず
︑
四
人
セ
ッ
ト
の
扱
い
は
政
治
上
も
認
め
ら
れ
て
い
た
︒

寛
永
五
年
四
月
︑
家
康
一
三
回
忌
の
た
め
に
日
光
へ
下
向
し
た
門
跡
や
公
卿
た
ち
を
江
戸
城

で
振
舞
う
時
︑
﹃
吉
良
家
日
記
﹄
に
記
載
さ
れ
た
席
次
図
︻
図
二
︼
に
よ
る
と
︑
将
軍
が
小
広

間
で
門
跡
・
勅
使
・
武
家
伝
奏
ら
と
対
面
し
た
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
︑
別
場
所
︵
白
書
院
か
︶

の
中
段
で
は
頼
宣
・
義
直
・
忠
長
・
頼
房
が
並
ん
で
着
座
し
︑
坊
城
遂
長
な
ど
殿
上
人
に
対

す
る
振
舞
に
相
伴
し
︑
事
実
上
の
応
接
主
体
と
し
て
働
い
た
︒

管
見
の
限
り
︑
こ
れ
は
将
軍
家
と
最
も
近
い
四
人
に
全
員
残
ら
ず
政
治
的
役
割
を
務
め
さ

せ
た
最
初
の
事
例
で
あ
っ
た
︒
従
来
の
政
治
事
情
に
よ
る
親
族
活
用
と
違
い
︑
こ
の
よ
う
な

四
人
並
列
の
役
割
負
担
は
︑
む
し
ろ
前
述
し
た
﹁
御
連
枝
﹂
の
よ
う
な
親
族
区
分
に
よ
る
枠

組
み
を
創
出
し
よ
う
と
し
た
意
図
で
決
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
︒
将
軍
家
の
最
も
近
い
親
族

と
し
て
︑
四
人
は
と
も
に
特
別
な
政
治
的
地
位
に
あ
っ
た
︒

な
お
︑
こ
の
時
期
に
頼
房
と
忠
長
の
名
字
に
関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
︑
彼
ら
二
人

も
称
徳
川
の
義
直
・
頼
宣
も
概
ね
﹁
領
国
＋
官
名
︵
通
称
︶
﹂
式
の
表
記
で
呼
ば
れ
て
い
た
か

ら㉗

︑
四
人
が
と
も
に
徳
川
を
名
乗
っ
た
可
能
性
は
高
い
︑
忠
長
も
叔
父
た
ち
の
よ
う
に
元
服

し
て
か
ら
徳
川
を
名
乗
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
さ
ら
に
︑
こ
う
し
た
四
人
が
い
わ
ゆ
る
徳
川
一

門
の
最
上
位
を
独
占
す
る
枠
組
み
は
︑
そ
も
そ
も
存
在
し
え
な
い
家
康
の
﹁
御
三
家
﹂
計
画

か
ら
改
変
・
再
編
し
た
わ
け
で
は
な
く
︑
従
来
の
政
治
情
勢
に
対
応
す
る
義
直
・
頼
宣
へ
の

優
遇
を
︑
秀
忠
が
頼
房
・
忠
長
ま
で
広
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
︑
こ
れ
ま
で
の
親
族
政
策
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を
換
骨
奪
胎
し
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

①

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑬
林
論
文
︒

②

と
り
わ
け
﹁
御
三
家
﹂
に
つ
い
て
は
︑
主
に
将
軍
家
と
水
戸
家
の
入
れ
替
え
に

よ
る
﹁
御
三
家
﹂
の
成
立
︵
林
︶
︑
三
家
に
関
す
る
家
康
の
意
思
の
継
承
︵
白
根
︶
︑

忠
長
の
割
込
み
に
よ
る
﹁
御
三
家
﹂
の
改
造
︵
小
山
︶
等
の
説
が
あ
る
︵
前
掲

﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑬
林
論
文
︑
同
注
⑱
白
根
論
文
︑
同
注
⑳
小
山
論
文
を
参
照
︶
︒

③

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑬
林
論
文
︒

④

京
都
史
蹟
会
編
﹃
羅
山
先
生
文
集
﹄
上
︑
平
安
考
古
学
会
︑
一
九
一
八
年
︑
二

四
九
頁
︒

⑤

﹁
呉
楸
灘
東
槎
上
日
録
﹂
︵
﹃
海
行
揔
載
﹄
二
︑
朝
鮮
古
書
刊
行
会
︑
一
九
一
四

年
︑
九
五
頁
︶
同
日
条
︒

⑥

﹁
慶
七
松
海
槎
録
﹂
︵
前
掲
注
⑤
︑
五
〇
～
五
一
頁
︶
慶
長
一
二
年
六
月
六
日
条

に
﹁
俄
而
倭
官
進
飯
︑
先
奠︵
秀
忠
︶

関
白
前
︑
次
及︵朝
鮮
使
節
︶

使
臣
前
﹂
と
あ
る
︒

⑦

﹃
泰
重
卿
記
﹄
一
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
三
年
︑
二
三
四
頁
︶
同
日

条
︒

⑧

﹁
塵
芥
記
﹂
︵
前
掲
第
一
章
注
㊵
︶
同
日
条
に
﹁
将
軍
家
於
御
前
三
献
了
之
後
︑

於
同
所
有︵義
直
・
頼
宣
︶

御
両
人
御
対
面
﹂
と
あ
る
︒

⑨

﹃
東
武
実
録
﹄
一
︵
汲
古
書
院
︑
一
九
八
一
年
︑
二
三
五
頁
︶
同
日
条
に
﹁
去

歳
中
納
言
忠
長
卿
駿
河
国
ヲ
賜
ル
ニ
依
テ
入
国
ス
﹂
と
あ
る
︒

⑩

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑳
小
山
論
文
二
八
～
三
〇
頁
︒

⑪

下
重
清
﹁
徳
川
忠
長
の
蟄
居
・
改
易
と
﹁
関
東
御
要
害
﹂
構
想
﹂
︵
﹃
幕
閣
譜
代

藩
の
政
治
構
造
﹄
岩
田
書
院
︑
二
〇
〇
六
年
︑
初
出
二
〇
〇
〇
年
︶
四
二
頁
︒

⑫

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑳
小
山
論
文
二
八
頁
︒

⑬

﹃
吉
良
家
日
記
﹄
︵
吉
良
町
史
別
冊
史
料
︑
二
〇
一
三
年
︑
一
五
一
～
一
五
二

頁
︶
同
日
条
︒

⑭

﹃
吉
良
家
日
記
﹄
︵
前
掲
注
⑬
︶
同
日
条
に
﹁︵
義
直
・
頼
宣
︶

両
中
納
言
・
水︵
頼
房
︶

戸
宰
相
天
子
江
御

礼
︑
御
太
刀
中
壇
江
上
ル
︑
御
礼
下
壇
ニ
て
有
リ
︑
次
ニ
天
盃
有
頂
戴
︑
御
盃
納

リ
︑
︵
家
光
︶

公
方
様
御
立
座
﹂
と
あ
る
︒

⑮

﹃
吉
良
家
日
記
﹄
︵
前
掲
注
⑬
︶
同
日
条
に
﹁
︵
家
光
︶

公
方
様
︵
和
子
︶

女
御
様
御
着
座
候
中
︑
天

子
清
涼
殿
江
出
御
有
て
︑
︵
公
家
成
大
名
︶

武
家
之
公
家
天
子
御
礼
在
之
﹂
と
あ
る
︒

⑯

﹃
吉
良
家
日
記
﹄
︵
前
掲
注
⑬
︶
同
日
条
に
よ
る
と
︑
供
奉
衆
に
は
中
納
言
二
人

︵
義
直
・
頼
宣
︶
︑
宰
相
六
人
︵
頼
房
・
前
田
利
常
・
伊
達
政
宗
・
島
津
家
久
・

毛
利
秀
元
・
丹
羽
長
重
︶
︑
そ
し
て
松
平
忠
昌
を
は
じ
め
と
す
る
侍
従
一
六
人
︑

合
わ
せ
て
二
四
人
が
い
る
︒
た
だ
︑
﹃
資
勝
卿
記
﹄
︵
内
閣
文
庫
蔵
︑
和
三
五
五
八

七
号
︶
同
日
条
に
政
宗
の
名
が
な
い
︒

⑰

﹁
姜
東
槎
録
﹂
︵
前
掲
注
⑤
︑
二
五
六
頁
︶
同
日
条
に
﹁
各
飲
三
盃
訖
︑
忠
世
等

又
趨
入
︑
承
将
軍
之
言
来
伝
曰
︑
吾
欲
久
坐
︑
恐
労
使
臣
︑
俺
則
入
去
︑
当
令
叔

父
与
迷
弟
侍
飯
︑
幸
少
留
︑
仍
撤
饌
案
︑
三
使
起
拝
如
初
︑
将
軍
起
入
︑
亦
跣
足

也
︑
観
其
辞
気
︑
多
有
喜
色
︑
所
謂
其
叔
即
水
戸
宰
相
頼
防
︑
其
弟
即
駿
河
中
納

言
忠
長
也
︑
皆
着
公
服
︑
自
西
夾
出
来
︑
設
振
舞
︑
飯
訖
︑
又
設
糸
花
金
台
︑
更

勧
三
酌
而
罷
﹂
と
あ
る
︒

⑱

た
だ
︑
直
政
だ
け
が
元
和
二
年
に
家
康
か
ら
上
総
姉
崎
一
万
石
を
賜
っ
て
独
立

領
主
と
な
っ
た
︵
﹃
譜
牒
余
録
﹄
巻
五
︑
前
掲
第
一
章
注
③
︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂

注
⑮
黒
田
著
書
二
五
五
頁
︶
︒

⑲

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
④
藤
井
著
書
九
〇
頁
︒

⑳

﹃
泰
重
卿
記
﹄
三
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
二
〇
〇
四
年
︑
一
一
二
頁
︶
同
日

条
︒

㉑

﹃
泰
重
卿
記
﹄
︵
前
掲
注
⑳
︑
一
一
八
頁
︶
同
日
条
︒

㉒

﹃
梅
津
政
景
日
記
﹄
六
︵
岩
波
書
店
︑
一
九
六
〇
年
︑
一
六
七
頁
︶
寛
永
三
年

八
月
二
二
日
条
︒

㉓

﹃
舜
旧
記
﹄
六
︵
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
九
四
年
︑
二
六
三
頁
︶
同
日
条
︒

近世初期徳川政権の親族政策について（劉）
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㉔

﹃
資
勝
卿
記
﹄
︵
前
掲
⑯
︶
同
日
条
︑
﹁
寛
永
行
幸
記
﹂
︵
藤
井
譲
治
他
監
修
﹃
後

水
尾
天
皇
実
録
﹄
一
︑
ゆ
ま
に
書
房
︑
二
〇
〇
五
年
︑
五
二
七
頁
︶
同
日
条
︒

㉕

﹃
視
聴
日
録
﹄
︵
内
閣
文
庫
蔵
︑
和
二
四
一
一
〇
号
︶
同
日
条
︒

㉖

平
野
明
夫
﹁
江
戸
幕
府
の
謡
初
﹂
︵
﹃
徳
川
権
力
の
形
成
と
発
展
﹄
岩
田
書
院
︑

二
〇
〇
六
年
︶
三
四
六
頁
︒

㉗

例
え
ば
﹃
梅
津
政
景
日
記
﹄
︵
前
掲
注
㉒
︶
寛
永
三
年
八
月
二
四
日
条
に
﹁
駿

河
︵
忠
長
︶

中
納
言
様
大
納
言
︑︵
義
直
︶

尾
張
右
同
︑︵
頼
宣
︶

紀
伊
右
同
︑
水
戸︵
頼
房
︶

宰
相
様
中
納
言
︑
松
平

︵
伊
達
政
宗
︶

陸

奥
守
様
右
同
︑
松
平︵
前
田
利
常
︶

筑
前
様
右
同
︑
松
平
︵
島
津
家
久
︶

薩
摩
様
右
同
︑
松
平︵
忠
昌
︶

伊
予
侍
従
様
宰
相
︑

松
平
︵
池
田
忠
雄
︶

宮
内
様
右
同
︑
松
平
︵
蒲
生
忠
郷
︶

下
野
様
右
同
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
四
人
は
﹁
領
国
＋
官

名
﹂
︑
諸
大
名
は
﹁
松
平
名
字
＋
官
名
︵
国
守
名
︶
﹂
の
形
で
呼
ば
れ
た
︒

第
三
章

家
光
の
親
族
政
策
と
﹁
御
三
家
﹂
の
成
立

一

忠
長
の
失
脚
と
﹁
御
連
枝
﹂
の
行
方

と
は
い
え
︑
秀
忠
在
世
中
に
義
直
ら
四
人
に
独
占
さ
れ
て
い
た
﹁
御
連
枝
﹂
す
な
わ
ち
徳
川
一
門
最
高
の
地
位
は
︑
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
の

姿
で
定
着
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒
そ
も
そ
も
こ
の
血
縁
に
よ
る
親
族
編
成
は
︑
二
代
将
軍
秀
忠
が
自
分
の
息
子
を
初
代
将
軍
家
康
の
息
子
た
ち

に
組
み
込
ん
で
作
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
︑
理
論
上
︑
家
光
以
降
の
将
軍
た
ち
が
自
分
の
息
子
を
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
︑
新
た
な

﹁
御
連
枝
﹂
を
続
け
て
創
出
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
︒
い
ま
ひ
と
つ
問
題
と
な
る
の
は
︑
こ
の
親
族
身
分
が
継
承
で
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
︒
寛
永
前
期
に
か
け
て
こ
の
親
族
身
分
が
も
た
ら
し
た
特
別
扱
い
は
︑
あ
く
ま
で
も
義
直
ら
四
人
が
個
人
と
し
て
受
け
取
っ
た
も
の
で

あ
り
︑
次
の
世
代
が
同
じ
よ
う
な
優
遇
を
自
然
に
継
承
し
得
た
と
い
う
証
拠
は
未
だ
見
当
た
ら
な
い①
︒
し
か
も
︑
四
人
の
枠
組
み
も
長
く
は
続

か
な
か
っ
た
︒

寛
永
八
年
︵
一
六
三
一
︶
二
月
︑
家
臣
へ
の
手
討
ち
を
繰
り
返
す
忠
長
に
対
し
て
︑
将
軍
家
光
は
二
度
三
度
と
﹁
御
異
見
﹂
を
加
え
た
が
︑

忠
長
の
乱
行
は
収
ま
ら
ず
︑
つ
い
に
大
御
所
秀
忠
の
耳
に
入
れ
た
結
果
︑
五
月
中
に
忠
長
の
甲
府
蟄
居
が
決
め
ら
れ
た②
︒
そ
の
後
︑
秀
忠
の
病

が
重
篤
化
し
︑
忠
長
は
崇
伝
や
天
海
を
介
し
て
秀
忠
へ
の
見
舞
い
と
自
分
の
赦
免
を
幕
府
に
願
い
出
た
が
︑
い
ず
れ
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た③
︒
寛
永
九
年
正
月
二
四
日
の
秀
忠
の
病
没
を
も
っ
て
︑
将
軍
家
光
の
親
政
が
発
足
し
︑
忠
長
の
処
遇
も
家
光
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒
一
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〇
月
二
〇
日
に
︑
忠
長
を
上
野
高
崎
に
逼
塞
さ
せ
︑
彼
の
所
領
を
没
収
す
る
処
分
が
決
定
さ
れ
︑
し
か
も
江
戸
城
に
呼
び
出
さ
れ
た
諸
大
名
へ

申
渡
さ
れ
た④
︒

忠
長
の
失
脚
を
︑
同
年
の
肥
後
熊
本
加
藤
氏
の
改
易
と
と
も
に
﹁
御
代
始
之
御
法
度
﹂
と
捉
え
る
見
解
も
あ
る
が⑤
︑
小
池
進
と
下
重
清
の
指

摘
に
よ
る
と
︑
家
光
は
秀
忠
と
と
も
に
最
後
ま
で
忠
長
へ
復
帰
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
︑
必
ず
し
も
最
初
か
ら
弟
を
政
敵
と
意

識
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い⑥
︒
た
だ
し
︑
か
つ
て
将
軍
職
を
期
待
さ
れ
て
い
た
忠
長
は
︑
実
際
に
周
囲
の
刺
激
に
よ
っ
て
家
光
と
対
立
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る⑦
︒
寛
永
一
〇
年
一
二
月
六
日
︑
世
継
ぎ
の
な
い
家
光
の
健
康
状
態
が
悪
化
し
た
こ
と
に
伴
い
︑

政
権
を
揺
る
が
す
存
在
に
な
り
得
る
忠
長
は
逼
塞
先
で
自
害
し
た⑧
︒

こ
う
し
た
政
情
不
安
の
中
︑
こ
れ
ま
で
忠
長
に
並
ん
で
い
た
義
直
ら
三
人
は
︑
事
実
上
の
徳
川
一
門
長
老
と
し
て
将
軍
家
光
に
信
頼
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
︒
寛
永
一
〇
年
六
月
二
〇
日
に
︑
家
光
は
次
の
よ
う
な
書
状
を
︑
常
に
在
府
し
て
い
た
頼
房
に
送
っ
て
い
る⑨
︒

き
の
ふ
申
候
通
に
︑
万
事
之
儀
是
先
へ
之
談
合
可
申
候
間
︑
其
節
何
事
も
ゑ
ん
り
よ
な
し
に
被
申
候
は
ゝ
可
為
満
足
候
︑︵
頼
房
︶

其
方
之
御
事
は
別
而
心
安
思
候

ま
ゝ
︑
心
中
を
の
こ
さ
す
万
談
合
申
事
に
候
︑
兄
弟
有
之
候
而
も
や
く
に
た
ゝ
す
候
間
︑
此
上
は
其
方
を
兄
弟
同
前
に
思
候
ま
ゝ
︑
弥
万
事
其
心
得
可
有

候
︑
謹
言
︑六

月
廿
日

家
光
︵
花
押
︶

水
戸︵
頼
房
︶

中
納
言

す
な
わ
ち
︑
忠
長
の
失
脚
に
対
し
て
︑
家
光
は
兄
弟
が
い
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
感
じ
︑
彼
よ
り
一
歳
上
の
叔
父
頼
房
を
﹁
兄
弟
同

前
﹂
の
よ
う
に
頼
り
に
し
よ
う
と
し
た
︒
ま
た
︑
白
根
孝
胤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
家
光
親
政
初
期
に
お
い
て
︑
義
直
ら
三
人
は
﹁
御
内
用
﹂

の
名
目
で
頻
繁
に
江
戸
登
城
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
︑
彼
ら
の
付
家
老
も
駿
府
政
権
期
の
経
験
や
諸
大
名
と
の
人
的
関
係
に
よ
り
御
家
騒
動
な
ど
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重
要
課
題
の
克
服
に
参
画
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る⑩
︒
し
か
し
︑
秀
忠
死
去
の
直
前
に
幕
政
参
与
を
命
じ
ら
れ
︑
家
光
の
も
と
に
諸
大
名
へ
の

申
渡
や
挨
拶
を
担
っ
て
い
た
譜
代
筆
頭
の
井
伊
直
孝
と
準
一
門
の
松
平
忠
明⑪
と
は
異
な
り
︑
こ
の
時
期
に
義
直
ら
三
人
が
具
体
的
な
幕
府
の
政

務
を
直
接
に
担
当
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
︒

一
方
︑
儀
礼
の
場
に
お
け
る
彼
ら
﹁
御
連
枝
﹂
三
人
の
特
別
な
役
割
は
続
い
た
︒
﹃
吉
良
家
日
記
﹄
の
記
載⑫
に
よ
る
と
︑
忠
長
改
易
直
後
の

寛
永
一
〇
年
正
月
二
四
日
︑
秀
忠
一
回
忌
法
要
に
お
い
て
︑
家
光
が
増
上
寺
仏
殿
に
二
度
の
拝
礼
を
し
て
﹁
仏
前
之
左
﹂
に
着
座
し
た
後
︑
義

直
・
頼
宣
・
頼
房
の
三
人
の
み
が
仏
前
に
一
拝
を
し
て
﹁
右
ノ
座
﹂
に
着
座
し
た
︒
一
方
︑
諸
大
夫
以
上
の
武
家
衆
は
﹁
カ︵
唐
︶ラ
門
ノ
内
﹂
に
︑

直
孝
と
忠
明
は
﹁
御
仏
殿
右
ノ
落
縁
﹂
に
︑
高
家
吉
良
義
冬
ら
三
人
は
﹁
同
左
ノ
落
縁
﹂
に
︑
土
井
利
勝
ら
重
臣
三
人
は
﹁
御
廊
下
﹂
に
︑
小

姓
頭
三
枝
守
恵
ら
近
習
四
人
は
仏
殿
後
ろ
の
左
・
右
角
に
そ
れ
ぞ
れ
祗
候
し
た
と
あ
る
︒
将
軍
に
伴
っ
て
仏
殿
内
に
着
座
し
た
徳
川
一
門
の
三

人
は
︑
幕
臣
や
諸
大
名
と
異
な
り
︑
む
し
ろ
徳
川
氏
の
祭
祀
主
体
︵
施
主
︶
を
将
軍
と
と
も
に
務
め
た
と
い
え
よ
う
︒

ま
た
︑
寛
永
一
三
年
四
月
の
家
康
二
一
回
忌
法
要
の
時
︑
日
光
東
照
社
の
い
わ
ゆ
る
寛
永
大
造
替
が
竣
工
し
た
直
後
に
家
光
は
日
光
社
参
を

行
い
︑
義
直
ら
三
人
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
衆
も
供
奉
し
た
︒
そ
し
て
︑
一
八
日
に
新
し
い
拝
殿
で
行
わ
れ
た
御
経
供
養
の
際
︑
義
直
ら
三
人

の
み
が
施
主
で
あ
る
家
光
に
従
っ
て
拝
殿
内
に
着
座
し
た⑬
︒
山
澤
学
は
︑
こ
れ
ま
で
導
師
と
勅
使
な
ど
の
居
座
し
か
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
公

家
中
心
の
祭
祀
空
間
で
あ
る
拝
殿
に
お
い
て
︑
将
軍
着
座
の
空
間
が
新
た
に
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
︑
そ
れ
を
寛
永
大
造
替
の
最
も
重
要

な
意
義
と
捉
え
て
い
る⑭
︒
こ
こ
か
ら
み
る
と
︑
将
軍
居
座
の
そ
ば
に
着
座
し
た
徳
川
一
門
の
三
人
は
︑
家
光
に
よ
る
日
光
祭
祀
の
中
で
重
要
不

可
欠
な
存
在
と
し
て
仕
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒

な
お
︑
同
一
八
日
に
﹁
東
照
社
縁
起
﹂
真
名
本
上
巻
が
奉
納
さ
れ
た
後
︑
追
加
作
成
の
真
名
本
中
・
下
巻
と
仮
名
本
五
巻
も
寛
永
一
七
年
四

月
の
家
康
二
五
回
忌
の
時
に
奉
納
さ
れ
た
が
︑
寛
永
一
六
年
一
一
月
四
日
に
天
海
・
知
楽
院
忠
尊
・
酒
井
忠
勝
は
追
加
作
成
分
の
草
稿
を
紀
伊

家
江
戸
屋
敷
へ
持
参
し
︑
義
直
ら
三
人
と
と
も
に
そ
れ
を
回
覧
・
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
尾
紀
水
三
人
も
縁
起
の
作
成
主
体
の
構
成
員
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る⑮
︒
そ
れ
を
三
人
に
対
す
る
家
光
の
配
慮
と
捉
え
る
見
方
も
あ
る⑯
が
︑
少
な
く
と
も
三
人
は
徳
川
氏
の
構
成
員
と
し
て
︑
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年月日 下向理由
門跡・勅使・摂家など公卿振舞 殿上人振舞

場所 主体 振舞対象 場所 主体 振舞対象

寛永9.5.1 日光祭祀 小広間 家光 二条康道以下計一二名
奥白書院次
の間中段

尾紀水三人
綾小路公景以下
計八名

寛永9.8.− 代替御礼 御広間 家光 高松宮好仁親王以下計一二名
小広間同次
の間中段

尾紀水三人
藤谷為賢以下計
一五名

寛永10.4.13 日光祭祀 小広間 家光 伏見宮貞清親王以下計六名 白書院中段 尾紀水三人
庭田重定以下計
三名

寛永13.4.26 日光祭祀 御広間 家光
曼殊院門跡良恕法親王以下計
一三名

白書院 尾紀水三人
四辻季継以下計
一〇名

【表四】 家光親政後の公卿衆関東下向に対する江戸城内の振舞

※『吉良家日記』（第二章注⑬197・199・223頁）に記されている席次図を参照

将
軍
家
光
の
も
と
に
徳
川
氏
関
係
の
事
情
に
参
与
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
忠
長
の
消
滅

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
秀
忠
期
の
親
族
編
成
が
﹁
御
連
枝
﹂
た
ち
に
も
た
ら
し
た
特
別
な
待
遇
は
︑
家

光
親
政
後
に
も
引
続
き
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒

二

﹁
御
三
家
﹂
枠
組
み
と
家
格
の
成
立

三
人
と
な
っ
た
﹁
御
連
枝
﹂
は
︑
徳
川
氏
以
外
の
場
合
に
も
こ
れ
ま
で
通
り
の
役
割
を
務
め
て
い

た
︒寛

永
一
一
年
︵
一
六
三
四
︶
七
月
︑
家
光
は
三
〇
万
余
の
軍
勢
を
率
い
て
上
洛
し
︑
同
一
八
日
に
参

内
の
儀
を
行
っ
た
︒
参
内
当
日
の
﹃
吉
良
家
日
記⑰
﹄
を
確
認
す
る
と
︑
﹁
︵
義
直
・
頼
宣
︶

両
大
納
言
・
水
戸︵
頼
房
︶

中
納
言
︑

其
外
武
家
之︵
公
家
成
︶

公
卿
・
︵
諸
大
夫
︶

殿
上
人
﹂
は
以
前
と
異
な
り
︑
将
軍
御
車
の
行
列
よ
り
先
に
禁
裏
へ
参
り
︑
﹁
四

足
の
御
門
之
前
﹂
で
将
軍
へ
の
御
目
見
を
し
た
︒
そ
の
後
は
︑
以
前
と
同
じ
よ
う
に
︑
常
御
所
で
将

軍
の
御
礼
・
三
献
の
儀
・
昵
近
公
家
や
女
中
衆
の
御
酌
の
後
︑
義
直
ら
三
人
が
﹁
下
段
ニ
て
御
礼
﹂

を
行
っ
て
か
ら
﹁
下
段
の
左
ニ
着
座
﹂
し
︑
ほ
か
の
武
家
衆
が
﹁︵
明
正
天
皇
︶

主
上
清
涼
殿
江
出
御
﹂
し
た
時
に

御
礼
を
行
っ
た
と
あ
る
︒
家
光
親
政
後
の
最
初
と
最
後
の
参
内
に
お
け
る
尾
紀
水
三
人
の
位
置
づ
け

か
ら
︑
秀
忠
期
の
四
人
一
括
か
つ
排
他
の
政
治
的
地
位
は
︑
こ
れ
か
ら
三
人
限
定
の
処
遇
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
︒

ま
た
︑
寛
永
一
三
年
に
名
称
が
﹁
通
信
使
﹂
に
変
更
さ
れ
た
朝
鮮
使
節
の
来
日
に
対
し
て
︑
一
二

月
一
四
日
に
江
戸
城
の
大
広
間
で
将
軍
が
使
節
を
応
接
し
た
︒
﹁
江
戸
幕
府
日
記
﹂
の
記
載⑱
に
よ
る
と
︑

家
光
が
い
つ
も
の
よ
う
に
使
節
と
の
御
礼
や
三
献
の
儀
を
行
っ
て
か
ら
退
席
し
た
後
︑
義
直
と
頼
房
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が
﹁
下
壇
西
方
ニ
立
座
︑
三
使
東
之
方
へ
出
︑
双
方
乍
立
為
拝
︑
着
座
﹂
し
︑
饗
宴
や
御
酌
に
相
伴
し
た
と
あ
る
︒
朝
鮮
使
節
側
の
記
録
に

﹁
吾
欲
久
坐
︑
恐
労
使
臣
︑
有
両
叔
︑
欲
令
侍
飯
︑
幸
従
容
留
座⑲
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
家
光
は
寛
永
元
年
の
時
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
意
思
で

二
人
を
遣
わ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
関
東
下
向
の
門
跡
や
公
家
衆
へ
の
振
舞
に
お
い
て
︑
三
人
は
将
軍
に
代
っ
て
殿
上
人
た
ち
の
接
待

役
を
担
い
続
け
た
こ
と
も
︻
表
四
︼
か
ら
窺
え
る
︒
尾
紀
水
三
人
は
︑
従
来
務
め
て
き
た
政
治
的
役
割
を
︑
こ
の
時
期
に
至
っ
て
も
相
変
わ
ら

ず
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
本
稿
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
︑
家
光
政
権
の
発
足
と
展
開
に
従
っ
て
︑
将
軍
を
頂
点
に
す
る
幕
藩
体
制
や
︑
そ
れ
に
応
じ
た

一
律
的
武
家
編
成
も
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
と
り
わ
け
寛
永
一
二
年
の
家
光
に
よ
る
武
家
諸
法
度
の
改
定
を
機
に

し
て
︑
﹁
一
万
石
以
上
﹂
と
い
う
石
高
基
準
を
は
じ
め
と
す
る
武
家
編
成
区
分
が
制
度
的
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑
武
家
序
列
化
を
図
る
家

光
政
権
の
志
向
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑳
︒
い
わ
ゆ
る
寛
永
令
の
発
布
に
つ
い
て
︑
寛
永
一
二
年
六
月
二
一
日
の
﹁
江
戸
幕
府
日
記
﹂
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る㉑

︒

一
︑
尾
紀︵
義
直
・
頼
宣
︶

両
亜
相
公
・
水︵
頼
房
︶

戸
黄
門
幷
在
江
戸
諸
大
名
︑
依
召
群
参
︑
大
広
間
列
座
也
︑
御
譜
代
大
名
者
御
縁
通
列
候
︑

一
︑
午
上
剋
︑
井︵
直
孝
︶

伊
掃
部
・
松
平︵
忠
明
︶

下
総
守
・
酒
井︵
忠
世
︶

雅
楽
頭
・
土
井︵
利
勝
︶

大
炊
頭
・
酒
井︵
忠
勝
︶

讃
岐
守
︑
伝

仰
之
旨
︑
次
武
家
諸
法
度
之
御
朱
印
︑
大
広
間
於
中
央

道︵
林
羅
山
︶

春
法
印
読
之
︑

義
直
ら
三
人
は
﹁
在
江
戸
諸
大
名
﹂
や
﹁
御
譜
代
大
名
﹂
と
と
も
に
召
し
出
さ
れ
︑
寛
永
令
の
読
み
上
げ
を
拝
聴
し
た
︒
こ
こ
で
︑
三
人
は

他
の
武
家
衆
と
同
じ
よ
う
に
寛
永
令
の
対
象
範
囲
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
一
方
︑
三
人
を
取
り
上
げ
て
諸
大
名
全
体
と
並
列

さ
せ
る
﹁
尾
紀
両
亜
相
公
・
水
戸
黄
門
幷
諸
大
名
﹂
と
い
う
表
記
の
意
義
も
大
き
い
︒
こ
の
時
期
の
史
料
に
は
︑
譜
代
・
旗
本
以
外
の
武
家
衆

︵
大
名
以
上
︶
を
﹁
尾
紀
水
三
人
＋
諸
大
名
﹂
式
の
表
記
で
ま
と
め
て
称
す
る
こ
と
が
一
般
的
表
現
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る㉒

︒
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し
か
も
︑
こ
の
時
期
の
武
家
秩
序
に
お
け
る
尾
紀
水
三
人
の
特
別
扱
い
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
︒
寛
永
令
発
布
の
前
︑
対
馬
宗
氏
の
御
家

騒
動
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
朝
鮮
国
書
偽
造
問
題
︵
柳
川
一
件
︶
を
め
ぐ
っ
て
︑
寛
永
一
二
年
三
月
一
一
日
に
当
主
宗
義
成
と
家
老
柳
川
調
興
が

江
戸
城
大
広
間
に
呼
び
出
さ
れ
︑
将
軍
家
光
の
御
前
で
公
事
対
決
が
行
わ
れ
た
︒
在
府
の
諸
大
名
も
す
べ
て
大
広
間
に
集
め
ら
れ
︑
い
わ
ゆ
る

幕
府
公
儀
世
界
の
構
成
員
と
し
て
こ
の
対
決
に
列
席
し
た
︒
山
本
博
文
は
宗
家
伝
来
の
対
決
座
配
図
を
あ
げ
︑
武
家
衆
が
役
職
や
出
自
な
ど
の

区
分
基
準
に
よ
る
﹁
整
然
と
し
た
座
順
﹂
で
着
座
し
た
こ
と
を
提
示
し
て
い
る㉓

︒
同
図
の
記
載
に
よ
る
と
︑
当
時
譜
代
・
旗
本
以
外
の
武
家
領

主
︵
大
名
以
上
︶
は
将
軍
御
座
の
左
側
に
官
位
の
順
に
着
座
し
た
が
︑
そ
の
首
座
と
し
て
上
段
に
居
る
尾
紀
水
三
人
と
︑
頼
房
と
同
位
同
官
の

伊
達
政
宗
・
前
田
利
常
・
島
津
家
久
三
人
と
の
間
に
︑
﹁
此
間
畳
三
帖
程
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
確
実
に
座
席
が
区
分
さ
れ
た㉔

︒

ま
た
︑
こ
の
時
期
の
大
名
序
列
化
が
反
映
さ
れ
る
幕
府
の
年
中
行
事
︑
こ
と
に
正
月
の
年
頭
拝
賀
礼
に
お
い
て
︑
尾
紀
水
三
人
は
元
日
の
最

初
に
江
戸
城
の
白
書
院
︵
あ
る
い
は
黒
書
院
︶
で
︑
す
な
わ
ち
諸
大
名
よ
り
早
い
時
間
に
︑
且
つ
奥
側
の
空
間
で
︑
最
も
丁
重
な
儀
礼
を
行
っ
て

い
た
こ
と
も
川
島
慶
子
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る㉕

︒
こ
う
し
た
諸
大
名
と
異
な
る
独
特
な
儀
礼
次
第
も
踏
ま
え
る
と
︑
尾
紀
水
三
人
の
特
別
扱

い
は
︑
従
来
の
参
内
供
奉
や
使
節
・
公
卿
応
接
な
ど
の
特
殊
な
政
治
事
情
か
ら
︑
家
光
期
の
武
家
秩
序
の
様
々
な
方
面
ま
で
広
が
り
︑
崇
高
か

つ
特
別
な
格
式
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
︑
こ
の
時
期
に
お
け
る
尾
紀
水
三
人
の
世
嗣
の
成
長
で
あ
る
︒
頼
宣
嫡
子
長
福
丸
︵
の
ち
光
貞
︶
は
寛
永
九
年

七
月
七
日
︑
義
直
嫡
子
五
郎
八
︵
の
ち
光
友
︶
は
同
一
〇
年
一
二
月
二
八
日
︑
頼
房
嫡
子
︵
次
男
︶
千
代
松
︵
の
ち
光
圀
︶
は
同
一
三
年
七
月
六

日
に
そ
れ
ぞ
れ
家
光
御
前
で
元
服
の
儀
を
行
っ
た
後
︑
寛
永
一
七
年
三
月
二
九
日
に
光
友
・
光
貞
の
宰
相
任
官
や
光
圀
の
中
将
任
官
︑
同
年
七

月
一
一
日
に
三
人
同
時
の
従
三
位
叙
位
も
次
々
な
さ
れ
て
い
っ
た㉖

︒
こ
の
時
期
に
概
ね
四
品
以
下
の
位
階
を
初
叙
任
と
す
る
諸
大
名
嫡
子
に
対

し
て
︑
光
友
ら
三
人
は
明
ら
か
な
優
位
に
置
か
れ
て
い
た㉗

︒
し
か
も
︑
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
か
ら
幕
府
儀
礼
に
参
列
し
は
じ
め
た
光
友
ら
三

人
が
︑
父
た
ち
の
よ
う
な
待
遇
を
賜
っ
た
こ
と
も
﹁
江
戸
幕
府
日
記
﹂
の
記
載
か
ら
窺
え
る㉘

︒
こ
れ
ま
で
の
義
直
ら
三
人
の
個
人
的
待
遇
に
世

嗣
三
人
の
優
遇
が
加
わ
り
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
御
三
家
﹂
の
家
格
す
な
わ
ち
継
承
で
き
る
﹁
家
﹂
と
し
て
の
待
遇
が
︑
名
実
と
も
に
成
立
し
て
い
た
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と
い
え
よ
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
寛
永
一
八
年
八
月
三
日
の
家
光
嫡
子
竹
千
代
︵
の
ち
家
綱
︶
の
誕
生
ま
で
将
軍
は
無
嗣
状
態
で
あ
っ
た
た
め
︑
新
た
な
直
系
一

門
の
創
出
は
長
い
間
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
︒
家
綱
誕
生
後
︑
次
男
亀
松
︵
早
世
︶
・
三
男
長
松
︵
の
ち
綱
重
︶
・
四
男
徳
松
︵
の
ち
綱
吉
︶

が
寛
永
二
〇
年
・
正
保
元
年
︵
一
六
四
四
︶
・
同
三
年
に
次
々
生
ま
れ
た
が
︑
父
家
光
死
去
の
慶
安
四
年
︵
一
六
五
一
︶
ま
で
い
ず
れ
も
元
服
や

所
領
拝
受
を
せ
ず
︑
彼
ら
を
﹁
御
三
家
﹂
の
よ
う
に
取
り
立
て
た
形
跡
も
見
当
た
ら
な
い
︒
四
代
将
軍
家
綱
の
代
に
︑
綱
重
・
綱
吉
は
﹁
御
三

家
﹂
に
準
じ
る
一
門
︵
甲
府
・
館
林
︶
領
主
に
取
り
立
て
ら
れ
た
が
︑
そ
の
両
家
を
尾
紀
水
三
家
と
セ
ッ
ト
で
扱
う
傾
向
も
な
か
っ
た㉙

た
め
︑

む
し
ろ
二
人
は
新
た
な
親
族
類
別
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
よ
っ
て
︑
忠
長
消
滅
後
の
徳
川
一
門
最
上
位
は
︑
尾
紀
水
三
家
に
独
占
さ
れ
た

ま
ま
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
御
三
家
﹂
の
枠
組
み
と
し
て
︑
家
光
期
を
通
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

な
お
︑
家
光
期
に
お
け
る
﹁
御
三
家
﹂
世
嗣
三
人
の
地
位
上
昇
が
︑
家
光
の
継
嗣
が
な
い
段
階
で
の
将
軍
後
補
を
に
ら
ん
だ
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る㉚

が
︑
実
証
は
難
し
い
︒
一
方
︑
寛
永
一
五
年
二
月
二
〇
日
に
家
光
の
長
女
千
代
姫
と
光
友
と
の
婚
約
が
決
め
ら
れ
た
際
︑
そ
れ
を

萩
藩
主
毛
利
秀
就
に
伝
え
た
旗
本
阿
部
正
之
の
書
状
に
﹁
万
一

若
君
様
無
御
座
候
ハ
ヽ
︑
︵
光
友
︶

右
兵
衛
様
ニ
天
下
可
被
成
御
譲
候㉛

﹂
と
あ
る
よ
う

に
︑
家
光
は
継
嗣
が
な
い
場
合
に
光
友
を
後
継
者
に
指
名
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
噂
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
︒
む
し
ろ
︑
﹁
御
三
家
﹂
な

ど
親
族
関
係
よ
り
︑
将
軍
家
と
の
婚
姻
関
係
こ
そ
継
承
権
の
決
定
的
な
原
因
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
︒

①

継
承
で
き
な
い
事
例
と
し
て
︑
秀
康
は
在
世
中
に
一
門
筆
頭
と
し
て
特
別
な
役

割
を
務
め
て
い
た
が
︑
慶
長
一
六
年
の
三
ヶ
条
誓
詞
の
提
出
か
ら
彼
の
嫡
子
忠
直

は
国
持
大
名
と
し
て
他
の
外
様
大
名
に
並
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︵
前
掲
﹁
は

じ
め
に
﹂
注
⑤
三
宅
二
〇
一
六
年
論
文
参
照
︶
︒

②

寛
永
八
年
五
月
一
五
日
付
﹁
細
川
忠
利
追
而
書
案
﹂
︵
﹃
大
日
本
近
世
史
料

細

川
家
史
料
﹄
一
〇
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
八
六
年
︑
四
八
頁
︶
に
﹁
駿
河
︵
忠
長
︶

大

納
言
殿
之
儀
︑
か
や
う
ニ
書
状
調
申
候
内
ニ
︑
先
甲
斐
国
へ
御
座
候
へ
と
被
仰
出

候
﹂
と
あ
り
︑
同
二
四
日
付
﹁
細
川
忠
利
書
状
﹂
︵
同
︑
五
一
頁
︶
に
﹁
駿
河
︵
忠
長
︶
大

納
言
殿
︑
来
廿
八
日
甲
斐
国
へ
御
出
ニ
相
定
候
﹂
と
あ
る
︒

③

寛
永
八
年
閏
一
〇
月
一
五
日
付
崇
伝
宛
忠
長
書
状
︵
﹃
新
訂
本
光
国
師
日
記
﹄

七
︑
続
群
書
類
従
完
成
会
︑
一
九
七
一
年
︑
一
四
四
頁
︶
に
﹁
就
其
江
戸
近
辺
迄

罷
越
︑
窺︵
秀
忠
の
様
子
︶

御
機
嫌
申
度
存
候
︑
︵
崇
伝
︶

其
元
御
次
而
之
節
︑
御
年
寄
衆
へ
右
之
通
御
相
談

奉
頼
候
﹂
と
あ
り
︑
︵
寛
永
九
年
︶
一
月
一
一
日
付
天
海
宛
忠
長
誓
詞
︵
﹃
日
光
市

史
﹄
史
料
編
中
巻
︑
一
九
八
六
年
︑
一
五
九
頁
︶
に
﹁
各
御
年
寄
衆
へ
被
相
談
︑

将︵
家
光
︶

軍
様
よ
り
︵
秀
忠
︶

相
国
様
へ
御
侘
言
被
成
被
下
候
様
ニ
奉
頼
候
﹂
と
あ
る
︵
小
池
進

﹁
江
戸
幕
府
前
期
大
名
改
易
政
策
の
一
断
面
﹂
﹃
江
戸
幕
府
直
轄
軍
団
の
形
成
﹄
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吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
一
年
︑
初
出
一
九
九
五
年
︑
二
六
八
～
二
六
九
頁
︶
︒

④

﹃
江
戸
幕
府
日
記

姫
路
酒
井
家
本
﹄
一
︵
以
下
﹃
日
記
﹄
︑
藤
井
譲
治
監
修
︑

ゆ
ま
に
書
房
︑
二
〇
〇
三
年
︑
四
八
七
頁
︶
同
日
条
︒

⑤

朝
尾
直
弘
﹁
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
﹂
︵
﹃
岩
波
講
座
日
本
歴
史
﹄
近
世
二
︑
岩

波
書
店
︑
一
九
七
五
年
︶
一
一
頁
︒

⑥

前
掲
注
③
小
池
論
文
二
六
六
頁
︑
前
掲
第
二
章
注
⑪
下
重
論
文
四
四
頁
︒

⑦

野
村
玄
﹃
徳
川
家
光
﹄
︵
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︶
一
五
一
頁
︒

⑧

﹃
日
記
﹄
二
︵
前
掲
注
④
︑
四
五
七
頁
︶
寛
永
一
〇
年
一
二
月
八
日
条
に
﹁
駿

河
︵
忠
長
︶

大
納
言
殿
︑
去
六
日
於
高
崎
御
自
害
︑
是
日
来
之
乱
心
終
依
不
相
収
也
﹂
と
あ

る
︒

⑨

﹃
水
戸
藩
史
料
﹄
別
記
上
︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
七
〇
年
︶
一
～
二
頁
︒

⑩

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑱
白
根
論
文
一
〇
七
頁
︑
同
﹁
幕
藩
制
下
に
お
け
る
御

三
家
付
家
老
の
機
能
と
意
義

と
く
に
寛
永
期
を
中
心
と
し
て

﹂
︵
﹃
中
央

史
学
﹄
一
八
号
︑
一
九
九
五
年
︶
︒

⑪

藤
井
譲
治
﹃
江
戸
幕
府
老
中
制
形
成
過
程
の
研
究
﹄
︵
校
倉
書
房
︑
一
九
九
〇

年
︶
一
〇
四
～
一
一
八
頁
︒

⑫

﹃
吉
良
家
日
記
﹄
︵
前
掲
第
二
章
注
⑬
︑
一
八
三
頁
︶
同
日
条
︒

⑬

﹁
日
光
山
御
神
事
記
﹂
︵
﹃
続
神
道
大
系
神
社
編

東
照
宮
﹄
神
道
大
系
編
纂
会
︑

二
〇
〇
四
年
︑
二
二
頁
︶
同
日
条
に
﹁
御
拝
殿
ノ
左
方
ニ
兼
テ
ヨ
リ
御
座
ノ
上
ニ

錦
ノ
御
茵
ヲ
シ
キ
マ
フ
ケ
︑
北
上
西
面
ニ︵
家
光
︶

幕
府
着
御
シ
給
フ
︵
中
略
︶︵
義
直
︶

尾
州
・︵
頼紀

宣
︶
州
両
大
納
言
︑︵
頼
房
︶

水
戸
中
納
言
各
左
座
ノ
ス
ヱ
東
上
北
面
ニ
位
次
ヲ
守
テ
着
座
﹂
と

あ
る
︒

⑭

山
澤
学
﹃
日
光
東
照
宮
の
成
立
﹄
︵
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
九
年
︶
四
五
～
四

八
頁
︒

⑮

﹃
日
記
﹄
八
︵
前
掲
注
④
︑
六
〇
四
頁
︶
同
日
条
に
﹁
日
光

東
照
大
権
現
御

縁
起
下
書
出
来
ニ
付
而
︑︵
義
直
︶

尾
張
・︵
頼
宣
︶

紀
伊
両
亜
相
︑
水︵
頼
房
︶

戸
竜
侯
可
有
内
見
之
旨
被
仰

出
候
︑
因
茲
紀
伊
亜
槐
亭
江
各
有
言
合
而
︑
被
拝
見
候
云
々
︑
︵
天
海
︶

大
僧
正
・
︵
忠
尊
︶

知
楽

院
・
酒
︵
忠
勝
︶

井
讃
岐
守
持
参
之
﹂
と
あ
る
︒

⑯

野
村
玄
﹁
徳
川
家
光
の
国
家
構
想
と
日
光
東
照
宮
﹂
︵
﹃
天
下
人
の
神
格
化
と
天

皇
﹄
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
一
五
年
︑
初
出
二
〇
〇
五
年
︶
一
二
八
頁
︒

⑰

﹃
吉
良
家
日
記
﹄
︵
前
掲
第
二
章
注
⑬
︑
二
三
九
～
二
四
〇
頁
︶
同
日
条
︒

⑱

﹃
日
記
﹄
五
︵
前
掲
注
④
︑
四
八
〇
頁
︶
同
日
条
︒

⑲

﹁
任
参
判
丙
子
日
本
日
記
﹂
︵
前
掲
第
二
章
注
⑤
︑
三
四
二
頁
︶
同
日
条
︒

⑳

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑤
三
宅
二
〇
一
四
年
論
文
一
二
頁
︒

㉑

﹃
日
記
﹄
四
︵
前
掲
注
④
︑
二
五
七
頁
︶
同
日
条
︒

㉒

﹃
日
記
﹄
六
︵
前
掲
注
④
︑
一
七
頁
︶
寛
永
一
四
年
七
月
朔
日
条
に
﹁
︵
義
直
・

尾
紀
両

頼
宣
︶

亜
相
・
水︵
頼
房
︶

戸
滝
作
其
外
在
江
戸
之
諸
大
名
幷
烏
丸︵
光
広
︶

大
納
言
登
城
︑
依
御
違
例
余

気
︑

御
目
見
無
之
︑
謁
老
中
・
奏
者
番
衆
・
御
目
付
中
︑
退
出
云
々
﹂
と
あ
る

こ
と
を
参
照
︒

㉓

山
本
博
文
﹃
江
戸
城
の
宮
廷
政
治
﹄
︵
読
売
新
聞
社
︑
一
九
九
三
年
︶
一
一
二

～
一
一
三
頁
︒

㉔

﹁
寛
永
十
二
乙
亥
年
三
月
十
一
日
家
光
公
於
御
前
義
成
様
ト
豊
前
公
対
決
之
御

座
配
図
﹂
︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
﹃
宗
家
史
料
﹄
一
〇
の
一
号
︶
︒

㉕

川
島
慶
子
﹁
寛
永
期
に
お
け
る
幕
府
の
大
名
序
列
化
の
過
程

元
日
の
拝
賀

礼
の
検
討
を
通
し
て

﹂
︵
西
村
圭
子
編
﹃
日
本
近
世
国
家
の
諸
相
﹄
東
京
堂

出
版
︑
一
九
九
九
年
︶
五
四
～
八
二
頁
︒

㉖

﹃
日
記
﹄
︵
一
の
三
一
五
頁
・
二
の
四
八
三
頁
・
五
の
二
五
七
頁
・
九
の
二
〇
二

頁
・
九
の
五
一
五
頁
︑
前
掲
注
④
︶
同
日
条
︒

㉗

李
啓
煌
﹁
近
世
武
家
官
位
制
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
史
林
﹄
七
四
巻
六
号
︑

一
九
九
一
年
︶
︒

㉘

そ
の
一
例
と
し
て
︑
光
圀
元
服
直
前
の
寛
永
一
三
年
三
月
三
日
の
幕
府
の
上
巳

行
事
に
つ
い
て
︑
﹃
日
記
﹄
五
︵
前
掲
注
④
︑
八
七
～
八
八
頁
︶
同
日
条
に
﹁
辰

ノ
后
刻
御
黒
書
院

︵
家
光
︶

出
御
︑
︵
頼
房
︶

水
戸
殿
・
右︵
光
友
︶

兵
衛
殿
・
︵
光
貞
︶

常
陸
殿
・
千︵
光
圀
︶

世
松
殿
御
礼
︑

次
松
平
︵
光
長
︶

越
後
守
・
松
平
︵
前
田
光
高
︶

筑
前
守
・
同
︵
前
田
利
次
︶

淡
路
守
・
同
︵
前
田
利
治
︶

飛
騨
守

御
目
見
︑
御
白
書
院
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︵
家
光
︶

被
為
成
︑
諸
大
名
御
礼
如
例
年
︵
中
略
︶
御
黒
書
院
於
東
之
間
︑
︵
義
直
・
頼
宣
︶

尾
紀
両
亜
相
幷

︵
松
平
忠
昌
︶

越
前
宰
相
よ
り
使
者

御
目
見
云
々
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
光
友
ら
三
人
は
頼
房

︵
義
直
・
頼
宣
在
国
︶
と
と
も
に
︑
他
の
武
家
衆
よ
り
先
に
将
軍
へ
の
御
礼
を
行

い
︑
確
実
に
優
位
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
参
照
︒

㉙

塚
本
学
﹃
徳
川
綱
吉
﹄
︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
八
年
︶
二
〇
頁
︒

㉚

前
掲
第
一
章
注
㉒
永
井
論
文
︒

㉛
寛
永
一
五
年
二
月
二
一
日
付
毛
利
秀
就
宛
阿
部
正
之
書
状
︵
山
口
県
文
書
館
蔵
︶
︒

お

わ

り

に

本
稿
で
は
︑
い
わ
ゆ
る
徳
川
御
三
家
の
成
立
過
程
の
検
討
を
通
し
て
︑
近
世
初
期
徳
川
政
権
の
親
族
政
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
︒
こ
こ
で
︑

従
来
の
認
識
と
や
や
異
な
る
見
解
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
い
え
よ
う
︒
家
康
は
天
下
を
掌
握
し
て
か
ら
︑
松
平
庶
流
の
譜
代
化
・
有
力
外
様
の

松
平
授
姓
に
加
え
て
︑
政
治
情
勢
に
応
じ
た
特
別
な
軍
事
・
政
治
的
役
割
を
自
分
の
息
子
た
ち
に
担
わ
せ
る
と
い
う
親
族
活
用
策
を
積
極
的
に

進
め
て
い
た
が
︑
武
家
秩
序
に
よ
る
親
族
編
成
︵
結
集
︶
の
創
出
に
十
分
な
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
︒
家
康
死
後
︑
秀
忠
は
父
の
親
族
政
策
を

踏
ま
え
な
が
ら
︑
義
直
・
頼
宣
が
賜
っ
た
優
遇
を
頼
房
・
忠
長
に
も
与
え
︑
四
人
の
み
を
﹁
御
連
枝
﹂
す
な
わ
ち
一
門
最
高
の
親
族
地
位
に
位

置
づ
け
︑
親
族
編
成
︵
結
集
︶
の
政
治
的
成
立
を
図
っ
て
い
た
︒
家
光
政
権
期
に
い
た
っ
て
︑
忠
長
の
失
脚
と
家
光
の
無
嗣
状
態
に
よ
る
親
族

再
生
産
の
停
滞
に
よ
り
︑
一
門
最
上
位
を
独
占
し
続
け
た
尾
紀
水
三
家
の
枠
組
み
は
固
定
し
て
い
き
︑
義
直
ら
三
人
が
個
人
と
し
て
賜
っ
た
優

遇
も
世
嗣
の
成
長
に
伴
っ
て
家
格
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
た
め
︑
﹁
御
三
家
﹂
の
枠
組
み
と
家
格
が
制
度
的
に
決
め
ら
れ
た
上
︑
事
実
上
の

成
立
時
期
を
迎
え
た
︒
一
方
︑
こ
う
し
た
家
康
・
秀
忠
・
家
光
三
代
に
わ
た
っ
た
成
立
過
程
に
お
い
て
︑
家
康
と
家
光
の
作
用
も
否
め
な
い
が
︑

お
そ
ら
く
秀
忠
こ
そ
が
︑
﹁
御
連
枝
﹂
枠
組
み
や
政
治
的
地
位
の
創
出
な
ど
を
通
し
て
︑
画
期
的
な
改
変
を
決
め
た
と
い
え
よ
う
︒

御
三
家
と
い
う
表
記
は
︑
お
そ
く
と
も
綱
吉
が
五
代
将
軍
に
襲
職
し
た
延
宝
八
年
︵
一
六
八
一
︶
五
月
以
降
よ
り
︑
幕
府
法
令
に
お
い
て
使

用
さ
れ
は
じ
め
る①
︒
そ
し
て
︑
綱
吉
政
権
期
の
儀
礼
に
よ
る
身
分
序
列
の
固
定
に
従
い
︑
御
三
家
の
家
格
も
︑
殿
席
や
服
忌
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

武
家
秩
序
に
お
い
て
そ
の
特
殊
性
が
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
た
め②
︑
徳
川
御
三
家
は
こ
こ
で
名
実
と
も
に
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
︒
本
稿
で
は
家

綱
と
綱
吉
の
代
に
つ
い
て
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
が
︑
少
な
く
と
も
確
立
後
の
家
格
と
枠
組
み
に
つ
い
て
は
︑
御
三
家
の
主
な
性
格
は
家
光
期
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ま
で
に
形
成
さ
れ
た
も
の
か
ら
大
き
く
変
質
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

な
お
︑
﹁
御
三
家
﹂
成
立
の
ほ
か
︑
家
光
期
の
武
家
秩
序
に
お
い
て
血
縁
関
係
が
も
た
ら
し
た
特
別
な
扱
い
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
︒
か

つ
て
の
松
平
庶
流
と
異
な
り
︑
秀
康
三
男
松
平
直
政
が
寛
永
一
五
年
︵
一
六
三
八
︶
に
出
雲
一
国
一
八
万
六
千
石
を
拝
領
し
︑
四
男
松
平
直
基

が
正
保
元
年
︵
一
六
四
四
︶
に
出
羽
山
形
一
五
万
石
を
賜
り
︑
ま
た
頼
房
長
男
松
平
頼
重
が
寛
永
一
九
年
に
讃
岐
高
松
一
二
万
石
へ
転
封
さ
れ
︑

い
ず
れ
も
国
主
や
有
力
領
主
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
外
様
大
名
に
嫁
し
た
将
軍
家
実
娘
と
そ
の
息
子
た
ち
を
﹁
御
一
門
﹂
と
捉
え
る
広
義
的
親
族

観
は
︑
少
な
く
と
も
家
光
期
の
幕
府
儀
礼
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る③
︒
よ
っ
て
︑
﹁
御
三
家
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
徳
川
政
権
の

親
族
編
成
か
ら
武
家
秩
序
を
捉
え
直
す
必
要
も
あ
る
た
め
︑
そ
の
政
治
的
機
能
の
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

①

比
較
的
早
い
事
例
と
し
て
︑
延
宝
八
年
一
一
月
付
﹁
御
本
丸
定
﹂
︵
﹃
御
触
書
寛

保
集
成
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
三
四
年
︑
四
六
三
頁
︶
に
﹁
御
三
家
・
甲
府
殿
︑
挟

箱
は
如
常
可
通
之
事
﹂
と
あ
る
こ
と
を
参
照
︒

②

前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
注
⑬
林
論
文
︒

③

﹃
日
記
﹄
一
四
︵
藤
井
譲
治
監
修
︑
ゆ
ま
に
書
房
︑
二
〇
〇
四
年
︑
三
八
頁
︶

寛
永
二
一
年
七
月
六
日
条
に
﹁
御
連
枝
幷
御
一
門
之
歴
々
よ
り
生
見
霊
之
御
祝
儀

被
献
之
︑
所
謂︵
義
直
・
頼
宣
︶

尾
紀
両
亜
相
・
水︵
頼
房
︶

戸
黄
門
・
尾︵
光
友
︶

張
宰
相
・
松
平
︵
忠
昌
︶

伊
与
守
・
松
平
越

︵
光
長
︶

後
守
・
松
平︵
前
田
光
高
︶

筑
前
守
・
松
平︵
浅
野
光
晟
︶

安
芸
守
・
松
平
︵
直
政
︶

出
羽
守
・
松
平︵
池
田
光
仲
︶

相
模
守
・
松
平

︵
頼

右
京

重
︶

大
夫
・
松
平︵
前
田
利
次
︶

淡
路
守
・
松
平︵
直
基
︶

大
和
守
・
松
平︵
直
良
︶

土
佐
守
︑
右
之
面
々
之
使
者
於
柳
之

間
︑
老
中
有
対
顔
︑
御
祝
儀
被
納
之
次
︑
松
平
︵
池
田
光
政
︶

新
太
郎
幷
藤
堂
大︵
高
次
︶

学
頭
︑
是
亦
右

之
御
祝
儀
献
之
︑
此
両
人
者
依
為
御
一
門
之
外
︑
使
者
へ
老
中
対
顔
無
之
﹂
と
あ

る
よ
う
に
︑
家
康
実
女
亀
姫
︵
池
田
︶
・
振
姫
︵
浅
野
︶
と
秀
忠
実
女
珠
姫
︵
前

田
︶
の
子
孫
の
一
門
認
識
と
︑
池
田
光
政
ら
の
﹁
御
一
門
之
外
﹂
区
分
は
明
ら
か

で
あ
る
︒

︻
付
記
︼
本
稿
は
中
国
国
家
建
設
高
水
平
大
学
公
派
研
究
生
項
目
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒

︵
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
︶
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reason why the Hidden Imām requires a deputy; 3) identification of the

author as the deputy as he defined. In conclusion, Sayyid Muh. ammad

routinized the radical Mahdism particular to the post-Mongol period, and

successfully acquired religio-political authority derived from the awaited

Mahdī.

Key Words ; Iran, shiʻism, messianism, Mahdī, Early Modern Islamic Dynasties

The Formation of the Tokugawa Gosanke: Policies of the Tokugawa

Regime Dealing with Its Familial Relations in the Early Edo Period

by

LIU Chen

This paper explores the status of the Tokugawa/Matsudaira family

members, particularly those from the Tokugawa gosanke 御三家 (the Three

Branches of the Tokugawa), in the political order of the Tokugawa regime

during the early Edo period. These family members were regarded as a kind

of daimyō called “shinpan” 親藩, distinguished from other daimyō including

fudai譜第and tozama 外様. However, scholars have recently pointed out that

such a classification is not an accurate representation of Tokugawa political

institutions. Therefore, it is necessary to consider how these family members

were positioned in the system during the founding period of the Tokugawa

shogunate.

In 1603, Tokugawa Ieyasu was appointed as seii taishōgun and established

the bakufu in Edo after he had taken control of the state through his victory

in the Battle of Sekigahara. His sons who served meritoriously in that battle

were sent to the strategically important areas and appointed as independent

feudal lords in the same way that the non-hereditary retainers of the

Tokugawa family (tozama) had. In the meantime, the Matsudaira branch

families, which split from the head family at the time of Ieyasuʼs grandfather,

served as hereditary vassals ( fudai). When Ieyasu handed over the shogun

position to his third son Hidetada and moved his residence to Sunpu, he

began to use his sons to solve special political problems, such as the

communication with the Toyotomi government in Osaka. In this period, the

three sons born after the Battle of Sekigahara (Yoshinao, Yorinobu, Yorifusa),

( 557 )



were also granted territories, although Ieyasu only engaged two of them

(Yoshinao, Yorinobu) in political affairs. Despite the fact that Ieyasu did

utilize his kin in politics, he did not seem to have the intention to

incorporate relatives into the daimyō class.

After Ieyasuʼs death, the second shogun Hidetada took over the reins of

government. During his reign, Hidetada reproached his younger brother

Tadateru and nephew Tadanao and punished them by withdrawing their

fiefs and exiling them. On the other hand, he raised Yoshinao and Yorinobuʼs

position to the highest among the daimyō, and then appointed Yorifusa and

his second son, Tadanaga, to a similar position. Hidetada made four of these

relatives a privileged class called “gorenshi” 御連枝 (the closest branch

family members). Yorifusa held a lower court rank and a smaller fief than

the other three branches, while they all played the same political role that

was assigned only to them. When Hidetada or his first son, the third shogun

Iemitsu, went to Kyoto to have an audience with the emperor at the gosho

(imperial palace), or attended a diplomatic banquet to welcome Joseon

missions, only the members of gorenshi were designated to serve as the

special cortege.

However, in 1631, Tadanaga was reproached for misconduct by Hidetada,

who died the next year. After beginning his direct rule as the shogun,

Iemitsu punished his younger brother by withdrawing his fief and exiling

him. Tadanaga was then forced to commit suicide in 1633. By contrast,

Iemitsu retained the political position and the roles of his three uncles, and

even allowed their heirs to inherit their political privileges. Moreover, no

new privileged branch family members were made due to the absence of

Iemitsuʼs heir by 1641. As a result, it can be said that only the families of

Iemitsuʼs three uncles occupied the highest rank among Tokugawa branch

families, which marks the formation of the so-called “Gosanke” during

Iemitsuʼs reign.

Key Words ; Gosanke, relative policy, early modern period, samurai family,

TOKUGAWA Hidetada
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